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2015年9月、193の国連加盟国がニューヨー
クに集い、より豊かで包摂的かつ持続可能で
強靭（レジリエント）な世界を実現するための
新しい持続可能な開発目標（Susta inab le 

Development Goals: SDGs）を採択した。
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SDGsは人類、地球、そして繁栄のための意欲的な
行動計画である。それは普遍的であり、すべての国
と国民に適用され、不平等に立ち向かい、さらに誰
一人取り残さない。SDGsは、貧困と飢餓の根絶、
持続可能な消費と生産の実現、そして平和で包摂的
な社会の促進を含む幅広い目標である。

新たな持続可能な開発アジェンダへの合意は、政
府、議会、国連、そしてその他の国際機関、自治
体、市民社会、科学・学術コミュニティ―および
すべての人々と共に取り組む民間セクターの参加が
あって初めてSDGsが達成可能となるというすべて
の政府の総意を表わしている。つまり、ポスト2015
年宣言において各国政府は「こうしたすべての民間
セクターに対し、持続可能な開発における課題解決
のための創造性とイノベーションを発揮すること」
を求めている。

SDGsの各目標はいずれも企業にビジネスの機会を
提供する。なかでも以下の2つの目標は分野横断的
なテーマとして特筆に値する。

○SDG12は生産と消費に焦点を当てており、「持続
可能な慣行を導入し、定期報告に持続可能性に関
する情報を盛り込む」という具体的なターゲット
を含んでいる。

○SDG17はこの目標が十分に注視されるようにマル
チステークホルダーとのパートナーシップに関す
る2つのターゲットを含んでいる。

GlobAl GoAlS 
2015 - 2030

健康的な生活、知識、
そして女性と子どもの
包摂を確保する

貧困を終わらせ、
不平等と戦う

安全で平和な社会、
そして強力な制度を
推進する

持続可能な
開発のための
グローバルな
連携を促進する

すべての社会そして
私たちの子どもたちの
ために地球上の
生態系を保護する

持続可能な
開発目標

強力で包摂的かつ
変革的な経済を育む



For queries on usage, contact: dpicampaigns@un.org
Developed in collaboration with | TheGlobalGoals@trollback.com | +1.212.529.1010
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SDGsに照らせば、「共有価値」はより持続可能
で包摂的な経済成長、繁栄、福祉への道筋を見
出すための市場潜在性、社会的要請、そして政
策の連携を表わしている1。SDGsは企業が以
下を通じてビジネスと社会の双方のために価値
を創造する機会を提供する。

 低所得消費者にも行き渡る商品、サービス、
テクノロジー、および流通チャネルの開発

 倫理的、包摂的、資源効率的かつ強靭（レジ
リエント）なサプライチェーンへの投資

 スキル、機会、福祉を改善することにより、従
業員、下請業者、およびサプライヤーの生産
性を改善する。

 再生可能なエネルギーおよびその他インフ
ラプロジェクトへの投資を増やす。

以下に示す複数のトレンドがこうした機会をより
説得力のあるものにしている。

 人口統計：発展途上地域の人口は2013年の
59億人から2050年には82億人に増加す
るが、先進地域の人口は13億人程度にとどま
るものと予測されている。

 所得増加：2010年から2020年の間に世界
の低所得層の40％の購買力は3兆米ドルか
ら5.8兆米ドルへとほぼ倍増する。

 テクノロジー：急速なイノベーションが市場
分析、知識共有、商品・サービスのデザイン、
再生可能エネルギー源、流通モデル、そして
業務効率の向上をもたらしている。テクノロ
ジーは革新的で「破壊的」なビジネスモデル
をもたらすことを通じて、非伝統的企業およ
び新興企業にとっての市場参入コストを低減
している。

 協働：政府、企業、国際的金融機関、国連、市
民社会、そしてアカデミアは、共通した目的
を追求するための新たな相互協力の方法を
生み出している。

機会は産業ごとに異なることを踏まえ、本手引きでは、個々の関連するSDGにつ
いて産業固有の取組みのアイデアや実例が示されている。本手引きは、企業が株
主や社会にとっての価値を創造するために期待する機会の概略を説明している。

持続可能な開発目標によって呼び起こされた関心を、一定の規模とインパクト
を持つ企業の戦略的な取組みに転換するため、国連グローバル・コンパクトと
KPMGインターナショナル（「KPMG」）はSDG INDUSTRY MATRIXを
共同で考案し、作成した。これは新たな革新的アプローチを生み出すこと、新
市場において成功した取組みから学びを得ること、新たな協働を引き起こすこ
と、そして既存の協働への参加を拡大することによって実現し得る。

SDG INDUSTRY MATRIX

1. ‘Unlocking the Power of Partnership: A Framework for Effective Cross-Sector Collaboration’, KPMG International

SDG INDUSTRY MATRIXは、包
摂的で持続可能な繁栄を推進するた
め、より多くの民間セクターの行動の
ためのヒントを与え、参考となる情報
を提供することを目標としている。

目的

A
民間セクターは「共有価値」のレンズ
を通して社会・環境課題への取組み
に関する機会を見出すことができる。

機会

B
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SDG INDUSTRY MATRIXは、すべての企業はその規模、セクター、あるいは
地理的拠点に関わらず、あらゆる関連法を遵守し、国際的に認知された最低基準を
守り、さらに普遍的な人権を尊重する責任を有しているという認識を基礎にしてい
る。国連グローバル・コンパクトのウェブサイトでは、企業が自らの最低限の責任を
果たすために利用可能な、そして社会的・環境的な課題達成に向け最低限の責任を
超えた支援的行動を取るよう企業を導くための主要なツールとリソースが紹介さ
れている。

SDG INDUSTRY MATRIXは、グローバル・レポーティング・イニシアチブ
（GRI）、国連グローバル・コンパクト（UNGC）および持続可能な開発のため
の世界経済人会議（WBCSD）によって作成されたSDG Compassによっ
ても補完されている。Compassは、戦略的優先順位の決定、目標設定、影響
評価、そして報告に関して企業を導く指針である。

1. KPMGと国連グローバル・コンパクトは、産業に関する自らの洞察を活用し、事例と取組
みのアイデアを盛り込んだ草案を作成した。

2. 国連グローバル・コンパクトは、自らの民間セクター・ネットワーク、ビジネス団体、そして
国連機関に対し草案を提示し、追加事例と取組みアイデアを募った。

3. KPMGと国連グローバル・コンパクトは、最終的なSDG INDUSTRY MATRIXの内容
について合意を得るため、マルチステークホルダーから構成される作業部会（1つの産業か
ら1社、すべての大陸から1人の参加者が選ばれるようにメンバーを選定）を開催した。合意
内容には「産業ハイライト」セクションで示されるべき最も重要な機会も含んでいる。

すべての産業に該当する共有価値創出の機会はイタリック体で表示されている

 

SDG INDUSTRY MATRIX（続き）

SDG INDUSTRY MATRIXは
参加型の3段階のプロセスによって
まとめられた。

手法

C
SDG INDUSTRY MATRIXは、
企業が既に表明した国連グローバル・
コンパクトの10原則に対するコミット
メントを活用している。

シナジー

D



本セクションでは、製造業界に関するいくつかの最も
重要な機会、原則に基づくイニシアチブ、そして協働
の事例を概略する。本手引きは企業が提供した追加
的なアイデアと事例を提示している
（網羅的なリストを意図して作成されたものではない）。

製造業界フォーカス
ハイライト
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共有価値創出の機会

製造業界にとっての共有価値創
出の最大の機会、すなわち、市場
潜在性、社会的要請、そして政策
措置の連携―は次のテーマに
分類される。
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共有価値創出の機会

製造業

持続可能な製品
 より持続可能な車両、船舶、そして航空機を開発する。これには公共のバ
ス、鉄道、および路面電車を含むことが重要である

 廃水、廃棄物、汚染物質の排出が少ないより資源効率の高い機械を開発
する

 貯蔵容量を増大し、信頼性を高め、そしてコストを削減する再生可能エネ
ルギーのインフラと技術を開発する

 精密農業を促進するため、農業ビジネス機械化、農業機器の開発、産業化
の工程を通じて、水使用量、エネルギー消費量、土壌圧縮を削減する

 家庭と事業所における、照明、換気、冷暖房、空調等のエネルギー効率を
改善する製品を開発する

 製品設計の際にはサーキュラー・エコノミーの考え方を適用し、製品ライフ
サイクルの最終段階における再利用とリサイクル可能性を向上させる

持続可能な生産
 長期間の生産と試作に起因する廃棄物を削減するために3D印刷などの
革新的技術を製造工程に取り入れる

 水、原材料、非再生鉱物、その他投入物、副産物、廃棄物を削減、再生、
リサイクルするために改良された工程（例  クローズド・ループ型の製造）を
開発して実行する

 再生可能資源に由来するエネルギー（太陽光、風力、バイオマスを含む）
の割合を増やし、化石燃料燃焼を削減する

 持続可能資源（例：林産物）および組込みエネルギー（エンベデッドエネル
ギー）の少ない成分に由来する材料を調達する

 製造工場のプラントや流通ネットワークのエネルギー効率を高める
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共有価値創出の機会

製造業

マルチステークホルダー・パートナーシップと協働はこうした共有価値創出の機会の実現においてますますその重
要性を増すことになるだろう。活動には重大なモメンタム（勢い）があり、共有価値創造の機会がこれほど大きく
なったことはない。

共有価値創出の機会（続き）

低コスト製品
 低・中間所得国での質の高いヘルスケアへのアクセスを高めるために低コ
スト医療機器を開発して製造する

 低所得コミュニティのために、農村と都市の双方で使えるように改良され、
耐久性があり、低コストの給水ポンプと衛生技術を開発する

 農業生産性を高めるために低コストの農業機械と工具を開発する

 農村や地域社会から取り残されたコミュニティに対し、手頃な価格の再生
可能エネルギーをもたらすために効率的なマイクログリッド技術を開発
する

企業開発
 インフラ、技術、生産への相互補完的な投資を実現する工業地区を設立
するために政府およびその他企業と協力する

 低・中間所得国で現地調達された材料と部品の割合を増やす

 グローバルなサプライチェーンに参加するために、中小企業の生産能力
を開発する。これには女性とマイノリティグループが所有する企業を含む

 異常気象およびその他経済的、社会的、環境的打撃や災害にサプライヤ
ーが晒されないようにすること、またその脆弱性を低減するために新興経
済国でのサプライヤーのレジリエンスを確立する
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グッドプラクティス原則、基準、およびツール

製造業

グッドプラクティス原則、 
基準、およびツール

エシカルトレーディングイニシアチブ
（ETI）

ETIは、労働法の規定遵守の監視と検証を含む、

労働法の実行におけるグッドプラクティスを特定・

促進するために協力することにコミットした企業、

労働組合組織、そしてNGOの連合である。

全米自動車産業協会（AIAG）

1982年に設立されたAIAGは、小売業者、すべて

の規模のサプライヤー、自動車製造業者、その他

製造業者、サービス提供業者、学界、および政府を

含む多様なステークホルダーのグループ出身のプ

ロフェッショナルが、グローバル基準の策定や統一

されたビジネス手法を通じて、生産工程を効率化

するために協力する非営利連合である。

ベターワーク

ベターワークは国際労働機関と国際金融公社が

設立した他に類のないパートナーシップであり、評

価、改善、工場内トレーニングツールで構成される

包括的プロセスを通じて、開発途上国における貧

困の削減とグローバリゼーションのための公平な

枠組みの提供に専心している。

電子業界CSRアライアンス（EICC）

EICCは、世界的な電子機器サプライチェーンに

影響される世界中の労働者とコミュニティの権利

と福祉の支援にコミットする電子機器企業の非営

利連合である。EICC加盟企業は行動規範の遵守

を約束し、これに対して責任を負い、さらに自社の

サプライチェーンの社会・環境・倫理的責任の継続

的改善を支援するために様々なEICCトレーニン

グと評価ツールを利用している。行動規範は、数あ

る中でもとりわけ世界人権宣言、ILO国際労働基

準、OECD多国籍企業行動指針、ISOおよびSA

規格を含む、国際規範と基準を参考にしている。

グローバル・ソーシャル・コンプライアンス・
プログラム（GSCP）

GSCPは、ビジネス主導型のプログラムであり、

グローバルなサプライチェーンにおいてカテゴリ

ーやセクターを超え、労働・環境条件の継続的改善

に向けたグローバルで持続可能な共通アプロー

チを提供するため、既存の取組みを調和させると

いうビジョンを有する企業向けのプログラムであ

る。GSCPは、既存のシステム間の比較可能性と

透明性を確立するために、知識とベストプラクティ

スの交換を促進するグローバルプラットフォーム

を提供している。

コンフリクト・フリー・ソーシング・イニシ
アチブ（CFSI）

2008年に創設されたこのイニシアチブは、自社

のサプライチェーン上の紛争鉱物問題への対処

法を求める様々な業界の企業が最も活用しかつ敬

意を示すリソースの一つである。旗艦プログラム

のコンフリクト・フリー・スメルター（精錬）プログラ

ムは、最新の国際基準に則り「コンフリクト・フリー

（紛争とは関係ない）」と認証され得る精錬業者と

精製業者を判断する独立した第三者監査を企業と

そのサプライヤーに対して提供する。イニシアチ

ブは、企業のサプライチェーン上の精錬業者に関

して企業が情報を開示すると共に、これを伝える

のに役立つ紛争鉱物報告テンプレートも提供し、

責任ある紛争鉱物の調達と報告に関する白書とガ

イダンス文書も作成している。現在は約300社が

CFSIに参加している。

国連グローバル・コンパクトの人
権、労働、環境、および腐敗防止分
野での10原則に加えて、持続可能
な開発に対する製造業界の貢献と
一致するいくつかのグッドプラクテ
ィス原則が存在する。これには右記
を含む。
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国際金属・鉱業評議会（ICMM）

ICMMでは、ステークホルダーとの関係と同様、コ

ミュニティ開発の査定、計画、管理、および評価段

階を網羅する17個のツールで構成されるキットを

作成した。

http://www.ethicaltrade.org/
http://www.ethicaltrade.org/
https://www.aiag.org/
http://betterwork.org/global/
http://www.eiccoalition.org/
http://www.theconsumergoodsforum.com/gscp-home
http://www.theconsumergoodsforum.com/gscp-home
http://www.conflictfreesourcing.org/
http://www.conflictfreesourcing.org/
http://www.icmm.com/en-gb
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マルチステークホルダー・パートナーシップと協業

リソースエフィシエント・アンド・クリーナー
プロダクション（RECP）

UNIDOとUNEPが共催するグローバルRECP

プログラムは2009年に発足・承認された。その目

的は、資源の生産性および企業とその他組織の環

境パフォーマンス改善のためにRECPを拡大し主

流に組み込むことである。4本の柱からなるプログ

ラム戦略は下記を目標としている：グローバルなサ

ービス提供ネットワークの拡大と更なる展開；資源

効率の改善、廃棄物・排出の防止と安全な化学物

質管理へのRECPのテーマ別適用；政策と企業財

務におけるRECPの主流化；製品と技術における

RECPイノベーションの有効化。

グリーン・インダストリー・プラットフォーム

グローバルで高レベルなマルチステークホルダー

のパートナーシップであるこのフォーラムは、世界

中のグリーン産業に関するアクションを促進・動員

し、主流に組み込むことを目指している。これは、

製造工程を環境配慮型に変え、国内利用と輸出向

けの物品・サービスの生産を行うグリーン産業を創

出するための具体的なコミットメントとアクション

を確保する目的で、政府、企業、市民社会のリーダ

ーが一堂に会する枠組みを提供している。

SDG Industry Matrixは持続可能
な開発を推進する協働のいくつかの
事例を含んでいる。そのうちでも、製
造業界最大のいくつかの事例として
右記があげられる。
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マルチステークホルダー・パートナーシップと協業

製造業

持続可能な発展のためのセメント産業
イニシアチブ（CSI）

CSIは、世界100カ国以上で事業展開する26社

の主要セメント製造業社により、持続可能な開発

の追求に資する強力なビジネスケースが存在する

との信念に基づくグローバルな取組みである。参

加企業群は世界全体のセメント生産量の約30％

を占めており、その顔触れは大規模な多国籍企業

から小規模な現地生産業者まで様々である。この

イニシアチブの目的は、アクションを特定し、個別

かつグループとしてセメント製造業者が取り得る

ステップを推進すること、持続可能な開発に向け

た進歩を加速すること、その他セメント製造業者

の参画を促すための枠組みを提供すること、そし

てステークホルダーのエンゲージメントの向上の

ためのコンテンツとコンテキストを創出することで

ある。

BEYOND MONITORING WORKING 

GROUP（ビヨンドモニタリング・ワーキング
グループ）

Business for Social Responsibilityの

Beyond Monitoring Working Groupは、

社内配置、サプライヤーオーナーシップ、労働者の

エンパワーメント、公共政策への参画によって促進

されるサプライチェーンの持続可能性のビジョン

を採用する多くの業界のトップ企業の協働である。

こうした企業は協力を通じて各企業のプログラム

を改善し、将来に向けて現場を促進するために、次

世代のサプライチェーンの持続可能性アプローチ

を調査している。

http://www.unido.org/en/what-we-do/environment/resource-efficient-and-low-carbon-industrial-production/cp/resource-efficient-and-cleaner-production.html?ucg_no64=1%2FDATA1%2FVacancy%2Fdata%2Ffileadmin%2FDATA1%2FVacancy%2Fdata%2Fdata%2Ffileadmin%2Fmedia%2Fdocuments%2Fpdf%2FProcurement%2FNotices%2F1202%2F716000792%2Ffileadmin%2Fuser_media%2FUNIDO_Header_Site%2FAbout%2Findex.php
http://www.greenindustryplatform.org/?page_id=2
http://wbcsdcement.org/
http://www.bsr.org/reports/Beyond_Monitoring_Business_Case_Brief_Final.pdf


製造業界の
SDG INDUSTRY MATRIX

以降のページでは、経済的成長、繁栄、福祉へのより持
続可能で包摂的な道筋を生み出しながら企業が自社の
ビジネスの価値を創造する機会についてSDGの17の目
標ごとに概説する。またSDG INDUSTRY MATRIX

の協議プロセスで提示された企業の実施例についても
概略を説明する。

SDG InDuStry MatrIx — 製造業   |   12
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SDG 1 
あらゆる場所で、あらゆる形態の貧困に終止符を打つ
共有価値創出の機会
  異なる市場機会、リソースの入手可能性、予算を考慮した上で、新興経済国向けの工業製品の設計と製造に研究
開発予算を割り当てる。

 ● 企業の製品とサービスの社会・経済・環境影響の第三者評価を委託する（たとえば、こうした影響を財務指標
によって定量化するKPMGトゥルーバリュー・メソドロジーを利用する）。

 ● 異常気象およびその他経済的、社会的、環境的打撃と災害に、サプライヤーと小売業者が晒されないようにし、
脆弱性を低減するために、新興経済国でのサプライヤーと小売業者のレジリエンスを確立する。

 ● 発展途上・新興経済国内の現地で調達・製造される製品の割合を拡大し、貧困レベルの高い地域で雇用を創出
し所得を増加させる一方で、物品輸送に関連するコストと炭素排出量も削減する。

事例紹介
 ● インドのセメント・生コンクリート製造業者である

ACC社は、自社工場と鉱山の周辺にある現地コミ
ュニティをその事業の継続的な運営における主要ス
テークホルダーと見なしている。ACCでは、定期的
なニーズ評価調査を通じて、こうしたコミュニティの
開発上の期待を特定し、優先順位をつけて実現する
ためコミュニティを積極的に支援している。ニーズと
苦情は、体系化された現場固有の評価（3年ごとに
実施される）や毎年すべての現場で実施されるステ
ークホルダーエンゲージメント調査を介して対応さ
れている。ACCは、地域コミュニティ、政府、市民社
会組織、そしてオピニオンリーダーから特別に選抜
された代表者で構成されるコミュニティアドバイザ
リーパネルを創設した。コミュニティアドバイザリー
パネルは、地域開発上のニーズの特定に参加し、プ
ロジェクトの創出と実施済みプロジェクトのモニタ
リングを支援している。こうしたプロジェクトには、
様々なコミュニティ構築イニシアチブを含むだけで
なく、雇用可能性と所得創出を高めるためのスキル
セットを用いた職業ガイダンスの提供による、コミ
ュニティメンバーによる持続可能な生活の創出の支
援がある。

● 多角的巨大コングロマリットであるDBLグループ
は、低所得労働者に対して製造業者の工場価格で生
活必需品と日用品を提供する「Bandhan」と称さ
れる適正価格店舗をバングラディシュに創業した。
店舗は労働者の月々の支出負担を削減し、彼らをイ
ンフレから保護することを目指している。DBLのあ
らゆる雇用者は現金払いのないクレジット払い取引
を通じて商品を購入することができる。請求額は月
末に彼らの給与と簡単に調整される。

● インドの自動車メーカーであるマルチ・スズキは、部
品の現地調達を非常に重視している。金額ベースで
同社の供給基盤の約78％は同社から半径100km
内に位置している。現地調達は同社サプライチェー
ンの重要な要素であり、多くのメリットをもたらし
てきた。これは将来にわたり信頼できる現地調達を
可能にし、同社の為替変動リスクを削減し、現地サ
プライヤーの能力開発や、現地経済の促進に繋がっ
た。

Photo: Curt Carnemark/World Bank
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SDG 2 
飢餓に終止符を打ち、食料の安定確保と栄養状態の改善を達成するとともに、
持続可能な農業を推進する

共有価値創出の機会
  水使用量の削減、農薬の必要性の低減、および／またはエネルギー効率の向上によって、農業栽培
と食品加工をより効率的で持続可能なものとする農業関連機械、工具、そして生産工程について研
究開発する。

 センサーからのデータ収集・分析に基づく加熱、通気、照明、灌漑の調整を通じて野菜の水耕栽培
にデータ分析性能を適用する（半導体製造に利用される性能と同様のもの）。

 農家の生産性、貯蔵、ロジスティクス、そして持続可能性の改善方法について拡張サプライチェーン
の農家（例：ゴムの木の樹液採取業者）に対して助言を提供する。

 製造工程で要するエネルギーに寄与するために農家からバイオマスを調達する一方で、農家の所得
も増大させる。

事例紹介
 ● アンブジャ・セメント社（ACL）では、同社に
対してバイオマスを提供・売却した農家組合の
創設を推進するために、ラジャスタン、コディ
ナール、バタパラ、ダラガート、チャンドラプー
ル（インド）各州の農家と緊密に協力した。イ
ンドの多くの地域では伝統的に作物残渣は燃
やされてきたが、バイオマスは貴重な代替燃料
源である。業界に対して作物残渣を売却する
農家のグループとしてこのイニシアチブは始ま
ったが、徐々に農家の強力な機構へと変化し、
現地利益を代弁し、農家の富を創出しようとす
るようになった。この取組みは、アンブジャ・
セメントに対して信頼できる代替燃料を提供
し、農家に対して新たな所得源を提供すると共
にこのイニシアチブがなければ作物残渣の燃
焼によって喪失されていたであろう土壌養分

を維持することで、複合的な利益を獲得した。

● 富士通株式会社は、日本の東北地方の会津若
松の自社工場で、透析を受けている患者や慢
性腎臓病を患っている人が生で食べることが
できる低カリウムのレタスやホウレンソウの水
耕栽培に、クラウドベースのデータ分析を提供
している。その作業は、かつて半導体の製造
に利用されていたホコリのない「クリーンルー
ム」で行われている。富士通のクラウドプラッ
トフォームである「秋彩（あきさい）」は、植物
工場のセンサーに由来するデータを保存・分
析し、野菜にとり理想的な生育環境を創出す
るために正確に大気条件を管理する。半導体
製造と同じ工業的観点を野菜栽培に適用する
ことで、富士通はレタスの重量と栄養成分を規 Photo: Edwin Huffman/World Bank

飢餓をゼロに
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定範囲内に維持することができ、これにより有
効な高付加価値野菜の生産を実現している。

● ジャイン・イリゲーション・システムズは、小規
模農家の所得や栽培条件を考慮して特別に設
計された点滴灌漑システムを開発した。このシ
ステムは、水の使用量を大幅に削減する。技術
は水の保全への解決策のごく一部に過ぎない
ことを認識した上で、生産量を増大するために
肥料、農薬、水、エネルギーのバランスを最適
化する「精密農業」について教示するべく、同
社は顧客と密接に連携している。農家は水の
使用量の削減が実際に収穫高を増やし得るこ
とを学習する。自社製品の購入を顧客に促す
ために、同社では顧客が政府助成金だけでな
く銀行融資に申請することを手助けしている。
ジャインは契約農業にも先駆けて取り組んで
おり、保証最低価格で作物を購入することで、
小規模農家にとっての融資申請や、投資計画
の策定をより容易にできるよう支援している。
農家は現在、灌漑システムを含め、農業生産に
必要な諸々の高品質な物資を購入することが
できている。

● ロイヤルフィリップス・シティファーミング・プ
ログラムは、LEDグローライトを利用した屋
内営利農場を開発するために、大学およびパ
ートナーと連携している。この方法による農業
では年間に20～25回の収穫が可能であり、エ
ネルギー消費量は最大85％削減される。持続
可能な方法で栽培した美味しく栄養のある野
菜を生み出すために、LED照明を利用した屋
内栽培システムは植物の光合成を最大化する
一方で、エネルギー消費量を最小限に抑える。
垂直方向に作物を育てることにより農場より
も1エーカー当たり多くの植物を栽培すること
が可能になり、廃棄物の削減、農業排水の低

減、最小限の温室効果ガスの排出を通じて、年
当たりの収穫量を増やすことができる。これら
は、食物が消費される場所で栽培されること
による。

● ピレリ社は、ゴムの木の生産性向上を目指す品
質トレーニングを通じて、天然ゴム農家（ピレ
リのサプライチェーンの第2層に位置する）を
支援するために、インドネシア最大のゴム加工
業者の1つである自社サプライヤーのキラナ・メ
ガタラと提携している。このトレーニングは、
農家の収益を増やすだけでなく、低生産性に
つながる森林伐採のリスクを防止するための
基盤となる。加えて、プログラムは農家の子ど
もたち向けの教育を支援するために奨学金の
給付にも関与している。今日では約6,000軒
の農家がプログラムに参加している。

● 製糖業界で最大の市場プレゼンスを有するテ
ィッセンクルップ・インダストリーズ・インディ
アは、製糖の全分野向けのよりエネルギー効
率の高い装置と工程の開発に常に取り組んで
いる。エネルギー効率の高い装置に対する市
場需要に応えるために、ティッセンラップ・イン
ダストリーズ・インディアは、従来型の3ローラ
ー製粉機の限界（摩擦損失、複雑性、摩耗）を
克服した極めてエネルギー効率の高い、トラッ
シュプレートのない2ローラータイプの製粉機
を開発した。この製粉機で顧客は省電力化と
低い投資コストを実現している。

飢餓をゼロに
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SDG 3 
あらゆる年齢のすべての人の健康的な生活を確保し、 
福祉を推進する

共有価値創出の機会
  中間所得・低所得国のニーズに対して誂えられた医療機器の製造と販売向けの低コストプロセス、
製品、および流通ネットワークの開発に投資し、医療機器にサービスを提供し、これを維持するため
に必須の地域能力を育成する。

 バリューチェーン上の従業員の労働環境を改善し（母乳育児中の母親に対する支援の提供を含む）、
さらに従業員とその家族に対してヘルスケアサービスと保険を提供する。

 災害リスクの高い場所では、強固な災害リスク緩和・準備計画の策定（救急処置と救助のスキルを
含む）および災害後の身体的・心理的支援の提供により、スタッフ―および実行可能な場合にはバリ
ューチェーン上のその他人々―の安全と強靭性を改善する。

事例紹介
 ● ゼネラルエレクトリックのヘルスケア会社は
インドで第 1号となる新興企業を着想し、別
会社として設立した。2015年2月に創設さ
れたGenWorksは、同社株式の過半数を保
有するGEヘルスケア社の幹部が経営陣を務
め、この国が直面するヘルスケアに関する最
大の課題に対する解決に向けた取組みの一
環として、Tier 2とTier 3の町と都市向けの
意欲的なヘルスケア流通ネットワークを創設
しようとしている。この企業の株式26％を
保有するGEヘルスケア社は社内で約 1年前
にGenWorksのアイデアを生み出した。同
社はインドにおけるその流通規模の拡大に
ついて検討していたが、この新興企業は従来
の境界をはるかに超える流通ネットワークの
創出を推進し、インド人口の最下層部の半数
に対し、ヘルスケアのアクセスと可用性とい
う課題解決を支援している。

● 日立の陽子線治療システムは、日立グループ企
業が数年かけて開発した加速装置、放射線治
療、制御システムにおける先端技術を適用する
ために、同グループ企業が開発したヘルスケア
イノベーションの1つの事例である。陽子線治
療は腫瘍を正確に狙うことができ、それにより
周囲の健康な細胞へのダメージを最小限に抑
えることが可能であるため、従来の放射線治
療よりも患者に優しいガン治療法である。日立
は、複雑な形状と構造を有する腫瘍を正確に
狙い、腫瘍に対して高エネルギー陽子線を当
てることができるスポットスキャンニング照射
技術も開発した。同社では、治療中の患者の呼
吸によって移動する腫瘍を狙いこれに高線量
の陽子線を当てることができる新たなシステム
を現在開発中である。

● シーメンスAGはヘルスケアサービスが不十分

Photo: Alfredo Srur/World Bank

なインドのコミュニティに対して医療を提供す
るモバイルクリニックを運営している。これは、
市場に基づく仕組みを利用し、低所得コミュニ
ティに彼らが通常では利用や購入することがで
きないようなサービスを、同社の製品・技術・サ
ービスをこれまでは十分に受けられなかった新
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たな顧客に対して提供している。このサービス
は、新しい技術と革新的なビジネスモデルを試
す機会を同社にもたらしている。インドでは、
ウッタカーランド州で営業するモバイルクリニ
ックが過去6年間に800ヶ所の医療キャンプ
を設立し、一切の機器の欠陥または車両の故
障なしで約6万人の患者の治療にあたった。

● タタ・スチールは、「麻薬のない職場」を確保
するためにタイ政府と連携し、麻薬中毒を防
止・解決するための支援を提供している。ま
た、同社は定期的にモバイルクリニック、イン
フルエンザ予防キャンペーンを計画し、非営利
団体やタイ赤十字などのその他慈善組織とも
協力している。

● ゼネラルエレクトリックは、低コスト医療機器
の生産を開始した。インドで製造され、新興市
場における医療機器ニーズに対応できる。同社
はインドに多数の製造施設を開設し、超音波機
械、ECG（心電図）ユニット、そして母親と乳

幼児ケア装置を含む広範な製品ラインを製造
している。2015年4月、GEはインドのGEヘ
ルスケアが設計・開発した初のコンピューター
トモグラフィ―システムであるRevolution™ 
ACTs*の発売を発表した。Revolution 
ACTsはインドで製造され、インド国内や全世
界へ出荷される。

● ゼネラルエレクトリックは、リソースが不十分
な世界中の地域に対するヘルスケア提供の向
上を促進するために、「Developing Health 
Globally（世界健康増進）」プログラムを立
ち上げた。たとえば、ルワンダでは現地病院レ
ベルでの医療機器の基本管理と問題解決の専
門知識の普及を促進するために、トレーニング
を受けた専門家が医用生体工学プログラムを
提供した。これにより、32ヶ所の地区レベルの
病院で問題解決が25％増加し、一方で機械の
故障時間が35％減少するという評価結果が示
された。

Photo: Eric Miller/World Bank
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SDG 4 
すべての人に包摂的かつ公平で質の高い教育を提供し、 
生涯学習の機会を促進する

共有価値創出の機会
  事業展開する国での将来の事業ニーズに応える知識や技能を有する従業員（例：製品デザイナー、
データアナリスト、および環境科学者）へのアクセスを確保するために、大学および職業STEM
教育（すなわち、Science（科学）、Technology（技術）、Engineering（工学）、および
Mathematics（数学））を促進・投資する。

 部品・原材料サプライヤーの業務の生産性と持続可能性を高めるためにサプライヤーに対してトレ
ーニングを提供し、高品質な環境配慮型の助言に対するアクセスを確保する。

 企業のバリューチェーン内の国々での学習を改善するために他企業、NGO、および政府と連携する
（これにより、多様な人材のパイプラインと経済改善に対して長期投資する）。

事例紹介
 ● スイスに本社を置く電力・オートメーション関
連を主たる事業とするグループであるABB社
は、高い学業成績を証明することができ、か
つ学業を継続できるよう資金援助を必要とす
る才能豊かな工学部学生に対して奨学金を提
供している。現在奨学生はブラジル、中国、イ
ンド、インドネシア、マレーシア、メキシコ、ポ
ーランド、トルコ、そしてベトナムの大学出身で
ある。奨学金は最長5年間の研究を対象とし
ており、なおかつABBでは、学生の進歩を奨
励し追跡するために、同社出身のメンターも
学生に提供している。加えて、奨学生はスイス
のABBのコーポレートリサーチセンター訪問
に招待され、そこでテクノロジーに関するプレ
ゼンテーションに耳を傾け、工場を訪問し、そ
の他の学生と意見を交換し、さらに専門家の
パネルが評価することになる彼ら自身の専門

分野のプレゼンテーションにチームで取り組
む。ABBでは世界中の学生、学校、単科大学
に対してもその他の支援を提供している。サウ
ジアラビアや南アフリカでの職業系工学部サ
マースクールの開催などがその例である。

● エアバス・グループは、航空宇宙産業の将来
の要求事項に対する大学の学位課程のカリキ
ュラムを策定するために、2014年に12ヶ国の
22大学とのパートナープログラムを立ち上げ
た。エアバス・グループ・ユニバーシティ・パー
トナープログラムは大学との緊密な連携の恩
恵をもたらしており、グループの適格性ポート
フォリオを開発し、その雇用者としてのブラン
ドを推進し、採用枠を拡大し、従業員の多様
性を高めている。プログラムは、大学で学ぶ
約 119,000人の若者の一部に極めて関連性 Photo: Eric Miller/World Bank
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の高いスキルも提供し、なおかつ彼らにやり
がいのあるキャリアを提供していくことにな
る。加えて、エアバスは、航空学の未来の革新
を学生に求める、UNESCOと提携した「Fly 
Your Ideas」と称される2年に一度のグロー
バルなコンテストを開催している。これまで
に、100ヶ国超の15,000人を超える学生が
このコンテストに参加している。

● ナイジェリアの製造業を中心とするコングロマ
リットであるダンゴートは、既存従業員および
従業員候補者に対して専門およびマネジメント
スキルのトレーニングを提供する自社独自のア
カデミーを設立した。アカデミーは中等・高等
教育機関出身の学生を募集し、主要な工場を
運営するためのスキルを彼らに提供している。
アカデミーでは、Haver & Boecker、FLS-
midth、ロッシェ、およびシーメンスなどの産
業パートナーと提携してセメント生産とメンテ
ナンスにおける高品質なトレーニングを提供し
ている。2010年の第1回目のアカデミーの開
設以来、550人の学生が卒業し、グループ内で
職に就いている。ダンゴートは、ダンゴート・
アカデミーでドイツモデルのドュアルの職業教
育制度を確立するために、ドイツのコンソーシ
アムと現在連携している。

● シーメンスAGは、エンジニアリング分野での
熟練労働者の不足に対処するために、青少年
教育プログラムを導入した。同社では、年齢別

の教材を提供し、親、教師、学生がオンライン
で無料で入手できる30以上の学習プログラム
と3つの対話型ゲームを制作した。同社は、従
業員に学校訪問や青少年教育のための教師と
の連携を促すことで、学校に対する追加支援
を提供している。プログラムはSTEM分野へ
の関心の高まりをもたらしており、業界での将
来の才能ある人材の基盤の構築に役立ってい
る。ウェブサイトは現在では5,000校および
250万人の学生が利用している。

● ティッセンクルップAGは、学生が理論と実践
の相互作用について学習できるように、ドイツ
のドルトムント工科大学と連携している。この
取組みは、リーダーシップ、プロジェクト管理、
そして人材開発といったトピックに関して、大
学教授が指導する理論とティッセンクルップの
スピーカーが解説する実践の組み合わせを提
供する、課外トレーニングイベントを含むもの
である。毎年開催されるコンテストの「ティッ
センクルップ・マネージャーカップ」でも最大
600人の学生が競い合っている。マネジメント
ゲームは1ヶ月半以上にわたって開催されるが、
勝者チームには賞金とマネジメントトレーニン
グコースへの参加が待っている。この連携は、
同社にとって才能ある人材の安定したパイプラ
インそして学生と大学の両者間の認知度の確
保に役立っている。

SDG InDuStry MatrIx – SDG 4

製造業

質の高い教育を
みんなに



SDG InDuStry MatrIx — 製造業   |   20

SDG 5 
ジェンダーの平等を達成し、 
すべての女性と女児のエンパワーメントを図る

共有価値創出の機会
  女性従業員の採用・育成・定着の向上を支援するために製造工場施設、工程、そして文化を適応
させる。

 製造サプライチェーンにおいて女性が経営する企業を特定し、これを包摂し、必要に応じて彼女らの
能力開発を助ける。

 企業の取締役会および経営幹部における女性の割合を増やし、さらに職場における女性を支援する
政策とプログラムに投資し、またバリューチェーン上の組織に対して同じことを実践するよう促す。

事例紹介
 ● DBLグループは、NGO「CARE」から専門的
支援を受けながら、ウォルマートの「工場で働
く女性たちのイニシアチブ」プログラムを実行
した。このプログラムは、基本的な技能の獲得
と適切な評価を含む、職場における女性の権
利に関する認識を促すことを目的とした。加え
て、プログラムは女性労働者が監督者の役職
に昇格することを支援している。実行支援は
NGO「シェヴァ」が提供した。同社にとって第
一のメリットは常習的な欠勤の減少と生産性
の増加である。プログラムの成功は同社の他
部門へのプログラム拡大を促すこととなり、主
要な要素が水平展開されることによりプログラ
ムの持続可能性が確保されている。

● タタ・スチールは、労働組合に加入した女性従
業員を含む、経営幹部と若手社員で構成される
「女性エンパワーメントセル」を創設した。彼
らの役割は同社内での女性関連の問題をモニ
タリングし、かつ女性従業員向けにニーズに基
づいたトレーニングを企画することである。こ
のトレーニングプログラムは、恵まれない生い
立ちの女性従業員を対象としており、目的は職
場での彼女らのエンパワーメントである。同社
では、セクシャルハラスメントに関する苦情に
対処し、苦情に対応する仕組みを提供する、苦
情解決委員会も設置している。
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● フォルクスワーゲンAGではドイツの経営層の
全レベルでの女性の割合を30％にすることを
目指している。2014年には工業または産業技
術分野の実習生の約22％を女性が占めてい
た。この数値を高めるために、同社は才能ある
女性の採用を明確にターゲットにしている。そ
の一例として、全国で「ガールズデイ」と称す
るイベントを開催し、若い女性に対し、フォル
クスワーゲンでのキャリアがもたらすものを
体験できる機会を提供している。加えて、「ニ
ーダーザクセン・テクニクム」は、6ヶ月間のイ
ンターンシップをフォルクスワーゲンが彼女た
ちに提供するスキームで、産業技術科目の勉強
に女子学生の関心を促すことを意図している。
同社では女性向けのメンタリングプログラムも
設置しており、複数の事業所では社内または会
社の近隣に保育施設を開設している。

● ゼロックスは同社の初代CEOであるジョセ
フ・ウィルソンにちなんで名づけられた「ウィ
ルソンルール」を導入した。このルールの下で
は、米国内では管理職のオープンポジションの
適任候補者の最終グループに、そして米国外で
は最終候補者として、女性とマイノリティーを
選出することが義務付けられることになる。同
社では、このルールが管理職の全レベルにおけ
る多様な顔ぶれの促進に役立つことを期待し
ている。この方針は2015年のホワイトハウス・
デモ・デーに発表され、オバマ大統領（当時）
がこれに言及した。
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SDG 6 
すべての人に水と衛生へのアクセスと 

持続可能な管理を確保する

共有価値創出の機会
  クローズド・ループ型の製造工程の実行と湿式機械加工工程から乾式機械加工工程への切り替えによ
り、水の消費を削減する。

 製造工程において廃水と廃液を処理、リサイクル、再利用するために水処理施設と工程を改善する。

 水利用を最小化する点滴灌漑などの精密農業機械に投資する（農業は世界全体の利用可能な淡水消費の
70％を占めており、またその利用の約15－35％は持続不可能で、無駄に消費されていると見積もられ
ている）。

 水リサイクルと中水の利用を生産システムに組み入れる。

 製造施設の周囲のコミュニティにおいて水へのアクセスが限られている場合には、コミュニティによる水
へのアクセスを生産施設設計に組み入れる。

 農村地域の低所得コミュニティのニーズや人口密度の高い地域に適合する信頼性の高い低コストな送水
ポンプと衛生技術を開発し、製造する。

 地球上の特定の河川流域における危機的な状況にある水プロジェクトについて、企業、政府、NGO、そ
してその他ステークホルダーを団結させるプラットフォームであるCEO Water Mandate and the 
Water Action Hubなどの、水スチュワードシップ（水資源管理）と情報開示に対する集団行動アプロ
ーチに参加する。

 企業に対して職場での安全な水と衛生へのアクセスの実行を求める、持続可能な開発のための経済人会
議のWASH誓約に署名する。

事例紹介
 ● ABB社は、基準水ストレス(baseline water 

stress)が非常に高いか中高程度の流域にある
施設での絶対水利用量を2013年から2020年
の間に25％削減することを約束した。同社は、
持続可能な開発のための経済人会議のグロー
バル・ウォーター・ツールを利用して、水ストレ
スが極めて高い地域から中高程度である地域
にある229の施設を特定し、同社施設をマッピ

ングした。当該施設はABBの全施設と従業員
数の50％近くを構成しているものの、2015年
にはABBの全世界での取水の33％を占めるに
過ぎなかった。選択された施設の多くは、自ら
の取水を削減し、その水利用率を改善するため
に、既に活動を開始している。一部の施設は水
の処理、リサイクル、再利用の工程を設計し直し
ており、また別の施設は水消費を削減する新た Photo: Eric Miller/World Bank
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なシステムに多額の投資をしている。たとえ
ば、ABBは2015年に、オクッチオ（イタリ
ア）にある同社の測量製品施設の装置冷却
に大量の水を利用する水冷システムに完全
なクローズド・ループ工程を導入した。連続
して水を流すオープン・ループからクローズ
ド・ループへの変更により、この施設での水
利用は30％減少した。

● アンブジャ・セメント社（ACL）は、インド
全土の自社工場周辺のコミュニティにある
水資源を強化するために、1993年から水資
源管理に取り組んでいる。「利用するより多
くを返す」という同社の動機を実現するため
に、ACF は水資源の再生、高品質な飲料水の
可用性、そして環境保護に取り組んでいる。イ
ニシアチブは、同社のルーフレインウォーター
貯留システム、マイクロ灌漑、用水路と掘り尽
された坑道の連結、防砂ダムの推進によるグ
ジャラート沿岸部の塩分侵入緩和、低水集約
作物、池の再生と井戸の深化、khadins（貯
水システム）の再生、逆浸透プラント、そして
流域管理を含む。こうしたプログラムは、イン
ド全土の40万に及んでいる。ACFはコミュ
ニティにおける土地の品質、水資源、農業生産
性、家畜の生物学的多様性、ライフスタイル全
般と生活を改善している。2014年には、ACL
全社として水についてポジティブの認証を4回
受けている。

● 仏系財閥であるアレヴァは、ナミビアのウラ
ン鉱山と現地コミュニティの双方に対して家
庭と工業利用向けの浄水を提供するために、

同国沿岸のWlotzkasbakenに脱塩工場を
開設した。これは南部アフリカに初めて建設
された脱塩工場であり、砂漠にあるアレヴァ
のTrekkopjeウラン鉱山にすべての水を供
給することができる。工場は太平洋の海水か
ら塩分を取り除くため、帯水層から水をポン
プで汲み上げる必要がなくなる。これにより
ナミビアの地下水埋蔵量を保護することにな
る。48kmの送水路は年当たり2,000万立方
メートルの飲料水を送ることができる。アレヴ
ァ・ナミビアそして工場経営者であるAVENG
ウォーターでは、エロンゴ脱塩工場への訪問、
そして限外濾過と逆浸透を含む海水から飲料
水の製造工程に関する知識を深めることを現
地と海外のステークホルダーに促している。

● ダイムラーAGはインド南部のチェンナイにあ
る同社の新工場に「ゼロエミッション」ポリシ
ーを導入した。工場では、水はパイプ、ポンプ、
フィルター、そして蒸発器で構成される複雑な
クローズド・ループ・システムを通過し、一切の
水が下水道を通じて工場外に出ることはなく、
継続的に再生される。工場では、生産に必要な
水の大部分を同社が所有する井戸水でまかな
い、可能な限り自然の水循環をそのままの状
態に維持することを目指している。利用した井
戸水を補充するために、ダイムラーは屋根から
の縦樋を吸い込み井戸につなげており、これ
によって汚染されていない雨水が直接地下水
に戻されることになる。また、火災発生に備え
地下水を保護するために、モンスーンシーズン
には人工池を用いる他、特殊な雨水貯留シス
テムが利用される。

● フォードは2000年から2014年の間に全世
界での水の総使用量を62％、つまり100億ガ
ロン（380億リットル）以上削減した（5分間
シャワーを10億回浴びたときの水使用量に相
当する）。また、自らに課した2015年の目標
年より2年前倒しで、車両1台当たりの水使用
量の30％削減という同社のグローバル目標
をも上回った。冷却塔から部品洗浄、塗装に
至るまで、あらゆる工程に利用する水を削減
することで、同社はこれを達成した。フォード
は数多くの水削減技術と工程改善に投資して
いる。この中には、乾燥地域の工場内廃水処
理プラントからの水をリサイクルするための
膜生物反応槽や逆浸透プロセス、そして（工
具類を冷却し、油剤を差すために大量の金属
加工液と水を必要とする従来型の「湿式機械
加工」に代わって）ごく少量の油剤を切削工
具に差す「乾式加工」工程を利用したセミド
ライ加工を含む。

● 日立は、製造工程に由来する廃水が汚染を引
き起こすことがないように、工場や発電所向
けの水処理装置を製造している。取水量を抑
えるために、廃水はクローズド・システムで処
理され、リサイクルされる。日立のソリューシ
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ョンは自動車、鉄鋼、紙パルプ工場だけでなく
その他様々な業界で利用されている。

● インテルは1998年以降同社の全世界の施設
において節水プログラムに2.2億米ドルを投資
しており、480億ガロンを超える節水を果た
している。インテルは製造中のシリコンウエハ
ーの洗浄に利用される超純水を生み出すため
に必要な水量の削減に成功している。ウエハ
ーの洗浄に利用後の超純水は、工業目的、灌
漑、その他多くのニーズに適している。インテ
ルの工場には、複雑なすすぎ水回収システム
が装備されており、軽度に汚染された廃水を
回収再生するための別の配水管が備えられて
いる。この再生戦略を活用して、同社は自らの
製造工程から可能な限り多くの水を回収し、こ
れを冷却塔や洗浄器などの装置で利用してい

る。いくつかの工場では、インテルは自社のキ
ャンパスでの利用向けに地元自治体の水処理
施設から回収した中水を引き取る契約をして
いる。2014年には、インテルは社内で約39億
ガロンの水をリサイクルしたが、これは同年の
同社の取水総量の約47％に相当した。

● 丸紅株式会社は、逆浸透膜技術の採用によっ
て抗廃水を日々の生活に利用可能な純度の水
準に戻すことができる廃水処理プラント施設
を南アフリカに供給した。こうした施設は、南
アフリカ最大の水道事業公社であるランドウ
ォーターとの契約を通じて供給された。このプ
ロジェクトは、南アフリカの人々の生活水準の
向上に役立つことになる一方で、同時に日本企
業が今後新たな環境分野でのビジネスモデル
を展開するのを容易にすることになる。
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SDG 7 
すべての人に手ごろで信頼でき、持続可能かつ 

近代的なエネルギーへのアクセスを確保する

共有価値創出の機会
  エネルギーインフラと技術の開発により、信頼性の向上、蓄積容量の増加、そしてコスト削減を
達成することによって、再生可能エネルギー（例：太陽光や風力）がより経済的に説得力のある選
択肢になる。

 より効率的なマイクログリッド技術の開発により、再生可能エネルギー源を統合し、農村や取り
残されたコミュニティに対して手ごろな再生可能エネルギーを届けることができるようになる。

 持続可能なエネルギー源を使って効率的に稼働する産業機械と車両、船舶、そして航空機を開
発・販売する。

 サプライヤーに対して再生可能資源に由来する消費エネルギーの比率を増やすように促し、これ
を支援する。

 企業の直接操業における再生可能資源に由来する消費エネルギーの比率を増やし、またサプライ
ヤーにも同様の取組みを促す。たとえば、RE100に加盟し100％再生可能エネルギー電力に移
行することを誓約する。

事例紹介
 ● A B B社はマイクログリッドの先駆者であ
る。2016年4月、ABBは、同社が業界初のエ
ネルギーマネジメント機能を搭載した遮断機
と説明するEmax 2の新たなイノベーションを
発表した。Emax 2の新しいソフトウェアに基
づいたイノベーションは、マイクログリッドの構
造をかつてないほど簡素化し、かつコスト効率
を改善する。この新製品は、1つの装置が、最
先端の系統保護機能、プログラム可能なロジ
ック、完全な接続性、容易な統合、そして包括
的なマイクログリッドエネルギー管理機能を兼
ね備えている。ABBでは、分散電源を連携さ
せる30件のマイクログリッドプロジェクトを

全世界で実行し、再生可能電源を従来型の電
源と統合してグリッドとネットワーク化したり
自給させたりしている。低圧マイクログリッド
は、蓄電池システムを使って最大4MWまでの
小規模風力またはソーラーエネルギー発電を
統合することで、再生可能エネルギーの拡大の
加速を後押ししている。

● エアバス・グループは、バイオマス原料を活
用し、そのライフサイクル全体では従来の化
石燃料よりもCO2の排出量が少ない持続可
能な燃料の開発を支援している。同グルー
プは、変革の触媒の役割を果たすために、

Photo: Curt Carnemark/World Bank
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大学、農家、航空会社、精製業者、標準化機
構などの広範なパートナーと提携し、特別な
加工を加えることなく既存の航空機が燃焼
することができる持続可能な「ドロップイン
燃料」を生産するバリューチェーンの展開を
推進している。エアバスは、温室効果ガスの
排出最小化という航空業界の目標達成に資
するために十分な商業利用量の手ごろな価
格で持続可能な燃料の生産を求める動きに
拍車をかける触媒になろうとしている。エア
バスは現在ではスペイン、カタール、オース
トラリア、マレーシア、そして中国で開発パー
トナーシップを進めている。

● キャタピラーは、遠隔地の村落から鉱山ま
であらゆる場所で利用可能なマイクログリ
ッドシステムへの組み込み可能なCatブラ
ンドの太陽発電モジュールを開発・販売す
るために、2 0 1 5年にファーストソーラー
と戦略的提携を結んだ。この革新的技術
は、これまで電力が利用不可能であった場
合や不安定であった遠隔地への電力供給
を可能にするものである。キャタピラーで
は、顧客の余剰再生エネルギーを将来の
利用のために貯蔵できるエネルギー貯蔵
システムについても急速に進歩している。
たとえば、鉱山トラックやハイブリッドト
ラクター向けに開発された双方向性イン
バーター技術を活用して、短期貯蔵向けの
ウルトラコンデンサーから長期貯蔵向けの
金属空気エネルギー貯蔵製品まで多岐に
わって、キャタピラーは広範なエネルギー

貯蔵技術を提供している。

● ダンゴートは、ナイジェリアでの新たなエ
ネルギーインフラへ50億米ドルを投資す
るパートナーシップを締結した。このエネル
ギープロジェクトは発電、送電、パイプライ
ンプロジェクトに焦点をあて、ナイジェリア
の2020年までの目標発電容量である4万
MWの達成に向けて取り組むことになる。
このパートナーシップを通じて、参加企業は
「人々の生活様式を変革し、経済成長を促
し、さらに投資家も成功すること」を期待し
ている。

● 日立は、安定的なエネルギー供給を実現す
るインフラ開発に寄与するために、自社の
IT分野の専門知識を適用している。多くの
国々でグリッド運営者は、エネルギー市場の
自由化と信頼性向上を目指して、より安定し
た広域相互接続を達成しようとしている。
高圧直流（HVDC）送電システムは、送電
前に電気を直流に変換し、電力損失、施設
規模、および建築費用を削減する一方で、国
内の電力アクセスを拡大している。日本市
場におけるHVDCへのニーズの高まりを受
けて、日立が元請業者である日本でABB（
電力と自動化技術で世界をリードする企業
グループ）の最新技術をHVDCプロジェク
トに提供するために、日立は2014年にスイ
ス企業のABBと合弁会社を立ち上げた。

● 伊藤忠商事株式会社は、エコフォルテ・ブラ

SDG InDuStry MatrIx – SDG 7

製造業

エネルギーをみんなに
そしてクリーンに



SDG InDuStry MatrIx — 製造業   |   27

ンドで日本国内外のパートナーと提携し
て、ITを利用したエネルギー管理とスマ
ートインフラの分野で事業を展開してい
る。近年の電力料金の断続的な値上がり
に鑑み、企業にとっては電力の消費削減
は緊急課題である。エコフォルテの性能
はエネルギー利用の追跡と課題の検知
から自動制御を使ったソリューションの
実行にまで及ぶ。このように、エコフォル
テは専門知識を必要としないかたちでエ
ネルギー利用を削減する仕組みを提供す
る。近年では、よりコンパクトで低価格な
システムを提示することで、同社は中小規
模の商業施設におけるエコフォルテの導
入をより容易にした。

● ロイヤルフィリップスは、アフリカ全土の
未電化コミュニティ向けに、夜間の社会・
経済発展を可能にするコミュニティライト
センターを創設した。各センターの面積
は 1 ,000㎡であり、同社が開発した太陽
光発電LED照明技術を利用しエネルギ
ーを得ている。2016年末までには、同社
はアフリカ全土に100棟、そしてラテンア
メリカにも30棟のコミュニティライトセ
ンターを開設することを目標としており、
生活水準の改善や、小規模事業の創業を
可能にするための余剰エネルギーを提供
している。加えて同社は、女性と子どもた
ちによる屋内の灯油ランプや薪火の煙の
吸入を防止するために、LEDランタンソ
リューションを開発した。このLEDラン

タンに要する年間費用は通常コスト対比
でほんのわずかであるが、耐用期間は 10
倍に及ぶ。

● スイスの生産工学・製造企業であるスル
ザーは、新しく開発された二酸化炭素回
収貯留（CCS）技術にとって不可欠なポ
ンプと大量輸送装置の製造とサービス提
供の先進企業である。排出源で二酸化炭
素を回収するために、同社は極めて効率
的な分離パッキングを開発した。回収用
途にとどまらず、高性能ポンプは回収さ
れ圧縮された二酸化炭素の輸送に必要な
高圧を確実に生み出す。こうした高圧ポン
プは長期貯蔵向けにすでに生産を終了し
たガス貯留層、含塩層、または採掘不可
能な炭層に二酸化炭素を圧入する。スル
ザーは太陽光発電所のすべての主要工程
に必要なポンプの製造も行なっている。
こうしたポンプには、パラボラ反射鏡を介
した太陽光によって温められた油を輸送
するポンプ、そして蓄熱に利用されかつ最
高600℃まで昇温し得る溶融塩を輸送す
るポンプがある。

● 住友商事株式会社は、新たな事業の創出
を最終目標とし、特に再生可能エネルギ
ーの急速かつ深遠な普及を可能にするた
めに、蓄電システムを利用した新しいエネ
ルギー管理モデルを生み出した。現状、蓄
電は非常にコストがかかるが、同社は自動
車としての耐用年数の過ぎた電気自動車

（EV）用電池の再生によってコストを最
小化することを期待している。2013年に
は、同社はフォーアールエナジー株式会社
（日産自動車株式会社との合弁事業）と
提携し、日本の大阪夢洲においてEVリユ
ース蓄電池を活用した大規模な蓄電シス
テムを検証するための実験を開始、世界初
となる蓄電システムの技術検証が達成さ
れた。この実験に利用されたデザインの規
模を拡大し、可能な限り大量の再生可能エ
ネルギーの導入を加速するために、2015
年には地方自治体と連携して、薩摩川内市
甑島（こしきしま）に極めて効率的なEVリ
ユース蓄電システムを建設した。このプロ
ジェクトは、実際の発電システムにEVリ
ユース蓄電システムが導入され、電力系統
の安定に向けた電力の需要と供給の管理
に寄与した初のケースとなった。
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SDG 8 
すべての人のための持続的、包摂的かつ持続可能な経済成長、生産的な完全雇用
およびディーセント・ワーク（働きがいのある人間らしい仕事）を推進する

共有価値創出の機会
  実行可能な限り、低・中間所得国での現地調達と製造を増やすことで、極度の貧困を減らし現地
経済を上向かせる。

  安全な労働環境の醸成に向け、従業員が個人あるいは集団で責任を負うように奨励することによ
り、製造施設や採掘現場での高水準な安全衛生を促進する。

  生産におけるヒューマンエラーと事故のリスクを削減する技術に投資する。

  サプライヤーに対して労働者の権利（平等な機会、平等な労働に対する平等な賃金、移民労働者
の権利、および安全な労働条件を含む）を守ることを義務付けるサプライヤー基準を規定し、サ
プライヤートレーニングと監視を通じてその実行を支援する。

  部品の小規模生産業者をサプライチェーンに組み込み、トレーニング、より低コストな共同調達向
けのサプライヤーネットワークとの結び付き、資金調達手段などの支援をこうした業者に対して
提供する。

  生産サプライチェーンにおける現代の奴隷労働や児童労働の撲滅を優先する。

  社会的流動性を促進するために恵まれない生い立ちの青少年を対象とするインターンシップを
提供する一方で、職場の多様性の拡大を通じて企業業績も向上させる。

  低賃金労働者が、製造業界内外で自らのスキルを育成し、より専門的な仕事の機会を持てるよう
に、こうした労働者に対する機会を醸成する。

事例紹介
 ● 2007年以来、BMWグループは現地生産さ
れた同社の自動車モデルの台数を増やし続
けている。現地生産された自動車の強力な
ポートフォリオを有するBMWにとっては、
チェンナイのBMW工場の一層の現地化に
よりインド市場への同社のコミットメントを
強化するにはちょうど良いタイミングであっ

た。エンジンとギアボックス、ドアパネル、ワ
イヤハーネス、排気システム、冷暖房・換気・
空調・冷却モジュール、そして座席といった
主要部品を調達するために、BMWはインド
の自動車部品サプライヤーと提携した。この
取組みは、BMWが現地化レベルを最大50
％にまで上げるのに役立った。この決定はコ
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スト最適化、付加価値、柔軟性において
BMWにメリットをもたらす一方で、同社
のサプライヤーに対しても事業と収益性
をもたらしている。

● フォードは、同社のサプライチェーンにおけ
る責任ある労働環境を促進するために、トレ
ーニングプログラムを実施している。プログ
ラムは複数のサプライヤーが参加する1日の
対話型ワークショップに基づいており、サプ
ライヤー企業内の人事、安全衛生、そして法
務部門のマネージャーを対象にしている。各
参加者は、ワークショップ開催後4ヶ月以内
に、該当するトレーニング資料を自社の従業
員そして自社の直接的サプライヤーに対して
「カスケード（連鎖的に展開）する」ことが
期待されている。これが、全米自動車産業協
会（AIAG）の創設につながった。AIAGを
通じて北米、欧州、そしてアジアの自動車メ
ーカーは労働環境に関する共通のガイダン
スステートメントを策定した。同社単独ある
いはAIAGと連携により実施するトレーニン
グ活動は、2,900人超のサプライヤーの代
表者に及んでおり、さらに約25,000人のサ
プライヤーのマネージャー、485,000人の
従業員、そして100,000人の下層サプライ
ヤー企業に「カスケード」されているものと
同社では推計している。

● 金属製自動車部品の設計・製造業者であ

るゲスタンプは、同社に定着した安全衛
生方針に関して改革を続けており、その製
造施設で発生する課題に解決策を提供し
ている。その事例として、重量物を積んで
移動するクレーンに関連するもっとも重大
なリスクの1つを解消可能にしたプロジェ
クトが挙げられる。同社は、複数のエンジ
ニアリング会社と協力し、グループ内のい
くつかの工場において、昇降するクレーン
の積載物が適切に並べられていないとき
にはこれを検知し停止する特殊な装置を
開発し、バランスの取れていない積載物
に起因する事故を防止している。この装
置はあらゆるクレーンに設置することがで
き、世界中どこにでも配送可能である。ま
た、取り扱いやすく、発生するコストは妥
当であり、さらにEC安全マークで認証さ
れている。

● ヒューレット・パッカード（HP）は、2014
年に同社のサプライチェーン要件を拡大し、
搾取的な労働慣行と強制労働の防止に向け
て大きく前進した。同社は、HPサプライチ
ェーン外国人労働者基準において、サプライ
チェーンにおける外国人労働者の直接雇用
を義務付けた、初のIT企業であった。直接
雇用を要求することで、同社は、パスポート
や個人文書の保持そして労働者による斡旋
手数料支払いなど、移民労働者に共通して
関連する課題をより良く監視・防止するこ

とができる。

● 現代自動車（ヒュンダイ）は、そのサプライ
チェーン上の小規模サプライヤーを相互成長
の追求の一環として支援しており、こうした
サプライヤーの効率性、持続可能性、競争
優位性向上を助けている。現代による支援
には、物品配送コストをカバーする流動資産
の中小規模サプライヤーへの提供、共同契
約の利用を通じたサプライヤーの購買コス
トの削減がある。現代ではサプライヤーに
対して融資およびその他資金援助も提供し
ており、サプライヤーが通常の業務を正常化
し、生産性と製品品質を改善し、設備投資
することを助けている。加えて、現代は一次
サプライヤーからより小規模な二次サプラ
イヤー向けに開発した自発的な専門ガイダ
ンスとサポートを提供している。これは主に
現代の退職者がサプライヤーに対して現場
で3～12ヶ月かけて提供するものである。

● タイのクルッセル社は、従業員は残業をしな
くても持続可能で公平な経済的報酬を与え
られるべきであると確信している。クルッセ
ルはSA-8000（就労環境評価の国際規
格）に準じた方針を採用しており、週当たり
の最長残業時間の上限を12時間に定めてい
る。また、クルッセルは高い基本賃金と実
績連動型奨励金を設定している。この追加
コストは上限のない残業に由来するコスト
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の削減によって吸収されている。こうした方
針の変更は、持続可能な発展の促進に加え
て、同社とその貴重な従業員の双方に有利な
状況を生み出している。

● ハイテクエンジニアリング・グループである
サンドビックABは、鉱山作業者が危険なエ
リアからより安全な環境へ移ることを可能に
する鉱山自動化システムAutoMineを開発
し、彼らが地表のコントロール室で作業でき
るようにした。このシステムは、鉱体を効果
的に利用することも可能にするため、潜在的
なロスを最小化し、騒音、振動、粉じんを削
減する。作業者は鉱区から離れた場所にいる
ことができるため、Fly-in Fly-out（遠隔地
で数週間の勤務後、比較的大きな町もしくは
元の住居地などに送り出して休暇を取らせる
勤務形態）の必要がなくなる。

● スルザーは、安全に対するチーム志向のア
プローチを育成するために、安全行動プログ
ラムを実行している。プログラムは安全リー
ダーシップの育成と従業員のエンパワーメン
トに焦点を当てている。チェンジプログラム
は、スルザーの従業員の習慣に安全を根付
かせること、（困難な市場環境であっても）
予防的な安全文化を育成すること、そして全
従業員の自主的・自律的な行動を引き出す
ために不可欠な枠組みとツールを提供する
ことを目指している。プログラムの中心とな
る行動は観察、介入、責任である。安全行動

プログラムは従業員に対して職場だけでなく
そのプライベートな生活においても安全に行
動することを促す。2015年にスルザーは、
安全行動プログラムによって事故発生頻度
（AFR）を100万労働時間につき2件以下
に抑えることができた。これは、同社史上最
低のAFRであり、また全般的に同社の労働
災害強度率を改善し続けている。スルザーは
引き続き「事故ゼロ」という最終目標を追求
している。 

● ベダンタ・リソーシズは地域コミュニティか
らの才能ある人材の雇用、育成、その定着に
焦点を当てている。2015年には経営幹部の
うち現地採用者の比率は、インドで87％、ザ
ンビアで67％、アイルランドで100％、そし
て南アフリカで75％であった。ベダンタで
は、現地市場を理解しさらに下請業者やサプ
ライヤーと有効に関わることができる人材の
雇用が有益であることを認識している。ベダ
ンタの事業と持続可能性戦略を結び付け、近
隣コミュニティが直面する課題に同社が関与
するのを支援するためには、現地出身のマネ
ージャーの確保がとりわけ重要である。

● フォルクスワーゲンAGは成長戦略として、
主要販売市場での現地生産に優先順位をつ
けている。現地生産は技術を要する仕事を
創出し、サプライヤー企業に地域内で事業展
開するよう誘致することによって、経済発展
に寄与する。たとえば、フォルクスワーゲン

の事業所はインドのプネに開設されたが、そ
こに69社のサプライヤー企業が創業され、
さらに13,500人の直接・間接雇用が創出さ
れた。ローカライゼーションは同社が新たな
市場を拓く上で役に立つ。そのためには、具
体的な顧客ニーズを把握し、製品が現地の要
件に適合するようにしている。低い物流コス
ト、現地市場の状況に合わせた調達価格、輸
入関税の排除、そして不安定な為替変動と無
縁であることも同社のブランド競争力に寄与
している。
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SDG 9 
強靭なインフラを整備し、包摂的で持続可能な産業化を推進するとともに、
技術革新の拡大を図る

共有価値創出の機会
  インフラ、技術、生産への相互補完的な投資を実現する工業地域を設立するために政府や他企業
と協力する。

 従来のセメントおよびコンクリート製品に代替する、より環境配慮型の建設資材について調査
し、これを開発・製造し、また建設資材に由来する副産物と廃棄物（処理済みの鉱さいなど）.を
再生するより良い方法を生み出す。

 手ごろなマイクロローンを通じて低所得層の人々が建設資材を購入できるようにする革新的な財
務戦略を策定する。

 より持続可能な建材、輸送ソリューション、そして製造技術が現地インフラと経済の発展に役立
ち得る、またそれによって製品の新たな市場を醸成する方法を話し合うために、高成長市場の政
府と関わりを持つ。

事例紹介
 ● アトラスコプコは、自動車メーカーの車両
の重量を削減するためにメーカーと連携
し、燃料の消費削減をもたらしている。よ
り厳しい排ガス規制によって、自動車メー
カーは鋼の代わりにアルミニウムを利用し
たより軽量な車両の製造を促されている。
従来の鋼の組み立て方法である溶接はアル
ミニウムには適していない。グループ会社の
SCAとHenrobの事業部門を通じて、アト
ラスコプコは接着調剤・リベット打ちシステ
ムの利用による最先端の組み立て技術を提
供している。

● アトラスコプコはエアコンプレッサー最大メ

ーカーの1つであり、効率性で業界トップの同
社のコンプレッサーを利用することで、典型
的な工場の光熱費の総額を最大10％削減す
ることができる。大部分の製造業者、食品加
工工場、建築現場、そして病院が圧縮空気を
利用していることを鑑みると、このことは著
しい環境上の便益をもたらし得る。2013年
にはアトラスコプコは、従来型のコンプレッ
サーの半分のエネルギーしか利用せず、コン
パクトなサイズで騒音の少ないVSD+コン
プレッサーを発表した。2016年には同社は
より大型のVSD+コンプレッサーを展開し
始めている。さらなる環境配慮の取組みとし
て、アトラスコプコは自社が設計する固定型

Photo: Jim Pickerell/World Bank
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コンプレッサー、ドリルリグ、油圧ブレーカ
ー、工具などの製品の中古装置を回収、修
理調整して再販している。

● セメックスは、同社のセメント製品を利用し
て地域を改善するために、地域コミュニティ
と政府の協働を支援するべく、「Mejora tu 
Calle（より良いあなたの道）」プログラムを
創設した。このプログラムでは、舗装道路と
セメントを使った歩道への資金拠出を支援
するために、同社は地域住民に対してマイク
ロローンを提供している。低所得地域でのプ
ロジェクト完了までの平均期間が10年であ
るのに対して、コミュニティによる貢献を政
府の資金拠出と組み合わせることで、プロジ
ェクトの大部分は70週間で完了している。
プログラムの結果、Mejora tu Calleが手
掛けるコミュニティでは不動産価格と所得が
上昇している。その着想以来、40万㎡超の
舗装に融資するために35,000件超のマイ
クロローンが割当てられており、7,000以上
の低所得世帯に恩恵をもたらしている。プロ
グラムはメキシコの50の主要都市に拡大さ
れ、最終的にはラテンアメリカ全土で同様の
取組みを展開する可能性がある。

● ヒューレット・パッカードは2014年に新
たな「ブレンド・リアリティ」エコシステム
を発表した。これは、「Sprout」と称さ
れる革新的な新たなパーソナルコンピュー
ターと、新たな業務用3Dプリンターであ
る「Multi Jet Fusion」を含むものであ

る。この飛躍的前進は、製造のデジタル変
革に寄与し、サーキュラー・エコノミーの
実現を促す、3Dデザインとハードウェアイ
ノベーションの採用を加速する可能性があ
る。この破壊的技術は、試作品の制作工程
を効率化し、短期製造の収益性を改善し、
さらに大量生産による廃棄物の発生を回
避することで、資源効率性を改善する可能
性がある。また、「積層造形」技術を利用
することによってのみ実現可能な卓越した
デザインも可能にする。個別の交換部品を
現地で、短期間かつ低価格で生産するのを
可能にすることで、3D印刷はある種の製
品の寿命を延長し得る。3D印刷は、製造
に利用される材料の種類数を削減すること
で、寿命末期にある製品材料のリサイクル
可能性と価値を高めることもできる。

● 現代自動車のR&Dテックフェスティバルは
「R&Dテックデー」と「R&Dモーターショ
ー」で構成されている。R&Dテックデーで
は、サプライヤーがそれぞれの新たな技術（
パワートレインやエコフレンドリー・セクタ
ーでのいくつかの発明品を含む）を展示し、
セミナーを通じて自らの経験とノウハウを
共有する。R&Dモーターショーでは、多く
の国々から自動車が出展され、参加者はこ
れらを比較・分析する。R&Dテックフェス
ティバルは、現代とそのサプライヤーの間
の持続可能なR&Dの基盤の構築に寄与す
ることが期待されている。同社では、より多
くのサプライヤーがフェスティバルを通じて

自社の新たな技術とノウハウを共有するこ
とを促し、持続可能な開発に向けた共同で
の進歩を推進する新たな方法を模索し続け
ることになる。

● 伊藤忠商事株式会社は20年以上にわたっ
て高炉スラグを輸出している。鉄と鋼の製
造に由来する副産物の高炉スラグは一般に
セメント代替品として利用される環境に優
しい製品と見なされており、セメントの原
材料や石灰岩などの天然資源の保全に役立
つ。また、セメント単体からのコンクリート
生産に比して、コンクリート製造業者がエ
ネルギー消費とCO2排出を約40％削減す
ることも可能にしている。現在では高炉ス
ラグはアジアやラテンアメリカ等の10ヶ国
以上に輸出されている。商社の中でも伊藤
忠商事の高炉スラグ取扱量は最大であり、
同社はグローバルなスケールでの資源の有
効活用への寄与に誇りを持っている。

● ドイツの機械工学会社であるMAN SEは、
再生可能エネルギーのみで操業する、同社初
のカーボンニュートラルな商用車組み立て工
場を南アフリカのパインタウンに開設した。
この工場の生産ホールの屋根には、6,300
㎡に広がる太陽光発電装置が設置されてい
る。年間860トンのCO2排出量の削減に加
えて、新たな太陽光発電工場は年間最大81
万kWhを発電し、現地のパワーグリッドに
送電される余剰電力をもたらしている。装置
のコスト（約73万ユーロ）は6から7年で償
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却される予定である。

● サンドビックABは生産性を促進し、エネル
ギー効率を向上し、資源利用を改善し、さら
に安全衛生を高める革新的ソリューションの
開発に焦点を当てている。たとえば、工具の
寿命を延長する高い強靭性、耐熱・摩耗性、
化学的不活性を提供するために、同社はデュ
ラトミック技術を採用している。また、同社
は冷蔵庫や自動車に利用される小型で極め
てエネルギー効率の良いコンプレッサーのト
レンドから生じた、コンプレッサーバルブに
対する厳しい需要を満たすべく、非常に高い
疲労強度を備えたマルテンサイト系クロム鋼
材を用いたHiflex™を開発した。さらに、同
社の鋼旋削加工用工具のGC4315グレード
は、工具寿命の延長と生産信頼性の向上の
みならず、作業時間の短縮により、自動車、

石油、そしてガス分野の顧客に対して実際の
利益をもたらしている。

● タタ・スチールの処理済み鉄鋼スラグは、
道路建設利用に認定された。これにより、
同社はインドでこの認可を取得した最初の
企業となった。タタ・スチールは、LDスラグ
を合法で、コスト効率性が高く、さらに重要
なことに環境に配慮した製品として開発す
るために、積極的に取り組んでいる。この
認定によってタタ・スチールは、処理済み鉄
鋼スラグを国道と州道の認可された延長部
分の建設に試験的に供給することが許可さ
れている。同社の試験認定証には、枯渇す
る天然骨材を保全し得る技術的に認可され
る材料としてタタ・スチールのLDスラグを
中央道路研究所が推奨している旨が記載さ
れている。
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共有価値創出の機会
  低賃金労働者が、製造業界内外で、自らのスキルを育成しそして専門職に就くより多くの機会を
持てるように、こうした労働者に対する機会を醸成する。

  スタッフに生活賃金を支払い、さらにバリューチェーン内の他社に対しても生活賃金を支払うよう
促す。

  あらゆる形の差別を禁止する機会均等方針を採用し、さらにバリューチェーン内の他社に対して
も同じようにすることを促す。

事例紹介
 ● セメックスは世界中の同社の全従業員に生
活賃金を提供する一方で、安全で敬意ある
労働環境における彼らの労働権利を保護し
ている。

● フォードは、マイノリティーと女性が経営す
る企業の支援、多様なサプライヤーが黒字
企業に成長するビジネス機会の創出、そし
て同社の労働者と顧客基盤を反映したフォ
ード・サプライヤーネットワークの一層の強
化を目標に、1978年に同社のサプライヤー
多様化推進プログラムを立ち上げた。フォ
ードの多様なサプライヤーは、スマートテク
ノロジーを備えた高品質・安全・低燃費な
製品のポートフォリオにおいて重要な役割
を担っている。これはすなわち、同社のポー
トフォリオをさらに活性化し、拡張すること
にもなる。2014年には、フォードは67. 5

億米ドルの製品とサービスをマイノリティー
が経営する200社のサプライヤーから購入
し（同社の全世界支出の13 .3％に相当）さ
らに21億米ドル分を150社超の女性が経営
する企業から購入した（同社の全世界支出
の3.4％に相当）。

● ゼネラルモーターズ（GM）には、従業員が共
通の懸念事項と体験を共有し、専門職としての
育成支援を獲得し、さらに地域コミュニティと
関わり合うためのフォーラムを提供する、12の
従業員リソースグループがある。こうしたグルー
プには、African Ancestry Network、Asian 
Indian Affinity Group、Chinese Employee 
Resource Group、GM Hispanic Initiative 
Team、Native American Cultural Network、
そしてPeople With Disabilitiesがある。す
べての従業員リソースグループは、GMを人
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々に選ばれる職場とするために取り組んでお
り、GMによる多様な新興消費者市場への理
解を深めるのに役立つ洞察を提供している。
各従業員リソースグループには、人材獲得、人
材育成、コミュニティアウトリーチ、そして事業
支援と関係した事業計画がある。

● ヒューレット・パッカード（H P）は、南ア
フリカの貿易産業省の「黒人の経済力強化
（B B B EE）グッドプラクティス基準」の
遵守レベルで85％超（あるいはレベル2）
を達成した。同社は、南アフリカの ITセク
ターでの中小規模企業（S M E）の育成を
支援するHPビジネスインスティチュートを
創設した。加えて、HPビジネスインスティ
チュートは、既存SMEの従業員および IT
セクターでのキャリアを追求する直近の大
卒者向けのスキル育成コースだけでなく、
短期スキルプログラムに配置された従業員
のトレーニングを推進している。H Pでは
HDSA（Historically Disadvantaged 
South African）も積極的に雇用している
ため、HP南アフリカのスタッフ構成はこの
国の人口構成に類似しており、より広範なコ
ミュニティ内で IT教育という形式で能力開
発を提供し、さらにBBBEEからの相当量の
調達を保証している。

● シーメンスAGは、しばしば移民としての背
景を原因に学業成績が振るわない、あるい
は基礎能力に欠ける若者に対して提供され
る同社のドイツ式見習いプログラムを採用
している。プログラムは職業訓練を受ける

ことができないであろう個人のスキルを育
成しさらに雇用可能性を高める一方で、同
時に多様性を育成して同社にとって非常に
モチベーションの高い熟練した従業員を輩
出している。

● フォルクスワーゲンA Gは動作障害また
は障害のある従業員の支援を約束してい
る。2014年には障害のある従業員は同社
の総従業員数の7.4％を占めたが、これはド
イツの法定割合の5％を大きく上回ってい
る。障害のある従業員の約55％は生産部
門で勤務しているが、45％はサポート部門
で働いている。加えて、フォルクスワーゲン
は、障害者を雇用する工場に対して2,090
万ユーロ超を発注することで、社外でも障
害のある人々の雇用促進を助けている。
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共有価値創出の機会
  照明、換気、冷暖房、および空調を含む、一般家庭とオフィスのエネルギー効率を高める製品を
開発する。

 発展途上市場での住宅需要に対応する革新的で低コストな建築資材を開発する。

 特にバスと鉄道について、より持続可能な輸送ソリューションを構築し、これを販売する。

 都市コミュニティにより大きな連携（コネクティビティ）、エネルギー効率、そして安全をもたらす
ために政府およびその他企業と協力する。

 社会的なエコシステム価値を創出するために自然またはグリーンインフラを構築する一方で、業
務効率を最適化する。

事例紹介
 ● ABB社は、電気バスの一層の普及に向け
た大きな障害を排除する、新たな自動急速
充電システムを開発した。4－6分という充
電時間を特徴とするこのシステムはその自
動ルーフトップ接続のおかげで、充電プロセ
スを加速し、既存のバス路線に容易に組み
込むことができる。

● ABB社は、2015年の国際家電ショーで、
同社の音声作動型スマートフォン自動シス
テムであるABB-free@homeを発表し
た。このシステムによって、ユーザーは照
明、冷暖房、ブラインド、インターフォンな
どの60個以上のスマートホーム自動機能を
音声でコントロールすることができる。これ
は家庭におけるエネルギー効率を著しく改

善する可能性がある。

● ブロードグループは、高層ビルの短期間で
の建築を可能にしつつ、室内の空気の質を
改善する、新しいより安価な鉄骨構造を開
発した。ブロード・サスティナブル・ビルデ
ィングはプロトタイプを開発するために建
築家とエンジニアのチームと協力した。それ
以降、このプロトタイプは30軒以上のビル
の建築に利用されており、これには6日間で
完成した15階建てのホテルや19日間で完成
した57階建てのタワーなどがある。その設
計の最も魅力ある特徴の一つは、PM2 . 5
と称される微小な大気粒子の室内への侵入
を99％防止する性能である（人毛の直径の
20分の1のサイズでありながら肺に詰まり、

SDG 11 
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血管に侵入できるPM2.5は、多くの都市
で深刻な健康問題となっている）。ビル
の強靭性を示すために、ブロードグルー
プはマグニチュード9に相当する地震に
も倒壊しなかったモデルとなる高層ビル
群のフィルム映像も発表している。

● セメックスは、10年以上にわたって、同社
の旗艦包括事業である「パトリモニオ・オ
イ」を運営している。この事業は、資金援
助、建設資材、専門的アドバイス、そして
ロジスティック上の支援を提供すること
で、低所得家庭がより迅速にかつ効率的
に自宅を建築または増築することを可能
にし、こうした家庭に対して手ごろな住宅
へのアクセスを提供することを目的に創
設された。この事業は、現地販売業者と
コミュニティを基盤とする後援者（主にプ
ログラムを通じて訓練を受けかつエンパ
ワーされた女性たち）の協業的ネットワ
ークを通じて実現されている。メキシコ
で立ち上げられたパトリモニオ・オイは、
コスタリカからコロンビア、ドミニカ共
和国、そしてニカラグアまで、ラテンアメ
リカ中の100を超えるオフィスに拡大し
た。2015年までには、3億米ドル超のマ
イクロクレジットを通じて、525,000世
帯以上の家庭がプログラムからの支援を
受け、通常費用の3分の 1、通常期間の3
分の1で住宅を建てている。

● シーメンスの完全子会社であるOSRAM

では、手ごろで持続可能なエネルギー・
水・通信サービスへのアクセスを発展途
上国の人々に拡大する新たな技術とビジ
ネスモデルを開発するために、プロジェ
クトを進行中である。同社のWE!Hub 
（Water and Energy Hub：水とエ
ネルギーのハブ）モデルは、ケニアの十分
なサービスを受けることができないコミ
ュニティ向けのオフグリッド発電・浄水シ
ステムである。各WE!Hubは、顧客に対
して貸与されているランタンと電池を充電
する電力を生み出す太陽電池屋根を備え
た分散したステーションで構成されてい
る。ステーションは浄水工程を実行し、ま
た携帯電話の充電ステーション、インター
ネットカフェ、および情報技術（IT）トレー
ニングルームの役割を果たしている。

● シーメンスAGは台湾の台北 101（2010
年のドバイのブルジュカリファの開業ま
では世界最高層ビルであった）が世界
最高層のグリーンビルとなるのを支援
した。シーメンス・トータル・ビルディン
グ・ソリューション（TBS）は、平均的な
ビルと比較してエネルギー効率を30％
上回ることを義務付けたLEEDプラチ
ナ認証をこのビルが取得することの支
援を要請された。シーメンスは台北 101
に総合的なビル自動化・エネルギー管理
システムを導入し、これに併せてエネル
ギー効率の高いHVAC（冷暖房空調）
システムを整備した。台北 101の室温と

室内気候は、ビル全体に張り巡らされた
3 ,400個超の端末ボックスコントロー
ラーによって管理されている。ビル内の
室温がわずか 1℃上昇するたびに、最大
6%の省エネが予測される。そして電気
料金がオフピークになる夜間に室温が下
がると、システムは氷を作り、これを日中
の冷却負荷を低減するために貯蔵する。
設置されたその他のコンポーネントに
は、洗練された風量調整システム、シー
メンスのビル自動化システムによって中
央制御されるハロゲンランプ・蛍光ラン
プ・3 , 80 0個の省エネランプで構成さ
れる革新的なOsram照明コンセプト、
そして照明システムと連動してビルが無
人の時間帯に自動的にスイッチが切られ
る空調システムがある。
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共有価値創出の機会
  低燃費で水使用量が少なく、さらに廃水、廃棄物、および汚染の発生が少ない商用機械や車両を
設計・生産する。

 内部炭素価格を投資計画の意思決定に組み入れる。

 製品設計の際にはサーキュラー・エコノミーの考え方を適用し、製品ライフサイクルの最終段階
を再利用とリサイクルを通じて改善をする

 長期間にわたる生産と試作から発生する廃棄物を削減するために、3D印刷などの革新的で効率
的な技術を製造工程に組み入れる。

 水、原材料、非再生鉱物、その他投入物、副産物、そして廃棄物を削減、再生、そしてリサイクルす
るために、改良された工程を開発して実行する。

 製造業製造工場での化石燃料の燃焼を削減するために、新技術と工程改善を特定して導入する。

 製造業の生産工場および流通ネットワーク全体でのエネルギー効率を高める。

 エンベデッドエネルギーの低い材料を調達する。

事例紹介
 ● アポロタイヤは、同社のタイヤの持続可能性
を高めるために、革新的技術に投資している。
たとえば同社は、新たなタイヤの開発には、原
油を燃焼して生産されるカーボンブラックに
代えてシリカを補強材として利用するようにな
ってきている。製造工程での化石燃料の利用
の削減に加えて、シリカ補強材を使ったタイヤ
は車両の燃費を改善する。フォードが今後発
売予定の車両はこの製品シリーズのApollo 
3G Maxxを利用することになっている。アポ
ロタイヤは、インド国外での天然ゴムの不足そ
してその価格変動に対応して、タンポポやグア

ユールゴムなどの植物に由来する天然ゴムの
代替源を開発するEU PEARLSプロジェクト
でも革新を進めている。

● 富士ゼロックス株式会社は同社製品につい
て「クローズド・ループ・システム」を運用し
ている。このシステムでは、市場で販売され
た製品は使用後に回収され、部品は再生ま
たはリサイクルされるため、埋立地に送られ
る廃棄物が削減される。同社はリサイクリン
グシステムと回収プログラムを日本、タイ、
台湾、中国、韓国、オーストラリア、そしてニ
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ュージーランドで導入している。2010年以
来、同社はその事業全体で最低でも99. 5
％のリサイクル率を維持している。

● 自動車部品とシステムの設計・製造業者で
あるゲスタンプは車両重量の低減と乗客の
安全の向上に焦点を当てる一方で、乗り心
地、耐久性、品質、そして製品寿命終末時点
のリサイクル可能性を高めている。ゲスタ
ンプは鋼製の車体構造に多くのイノベーシ
ョンを生み出しており、熱間鍛造、ローリン
グとハイドロフォーミングなどの技術を提
供し、なおかつ高力素材と制御された緩衝
吸収帯を備えた製品を利用している。これ
らは、硬化工程中に異なる冷却温度を統制
し、同じ横桁の異なるゾーンで異なるレベ
ルの硬度の実現を可能にする「Tai lored 
Material Property（テーラーメードの
材料特性）」と称される特許を取得した熱
間鍛造工程を含む。各部品に、より柔らか
く、容易につぶれるゾーンを設定すること
で、自動車構造のクランプル（つぶれ具合）
は統御可能であり、これがより高い衝撃吸
収性能を確保し、車両の乗客の安全に寄与
する。Tailored Material Property
の設計工程は、従来の方法を利用して製造
されたその他製品と比較して製品重量を
20%削減しており、これによって燃料消費
が低減され、その結果温室効果ガスの排出
も削減される。

● ブラジルの建設会社であるエンジェビッ
クスグループは材料を最大限に活用し天
然資源の消費を最小化するプログラムを
開発した。プログラムは、総体的な機器防
護、機械防護、鋭角プロテクター、そして
家具を組み立てるための廃棄された材料（
例：木材や金属のくず）の再生を含んでい

る。同社は衛生目的と庭の灌漑にリサイク
ル水も利用しており、またトイレとキッチ
ン用の温水に太陽光エネルギーを利用し
ている。

● 現代自動車は、同社の使用済み車両のプ
ラスチック、ゴム、ガラスについて、リサイ
クル率85％、回収率95％を目標にしてい
る。同社は使用済み車両の処理とリサイク
ルにも投資しており、車両資源リサイクル
システムを確立する方法を開拓している。
現代の現在のリサイクル手段は、同社がそ
のパートナーとともに独自に開発した技術
を利用して、ホイールカバー、アンダーカバ
ー、その他自動車部品を生産するために自
動車製造中に発生する廃棄プラスチックの
再生を含んでいる。また、現代では、その
他自動車向けの再生材料として自動車座席
の熱硬化性ポリウレタンフォームの再生に
も成功しており（これは再生が非常に困難
である）、これをラゲージパーティションの
大量生産に利用している。ハイブリッド車
両の部品のリサイクルを改善するために、
現代はこうした車両に搭載されている高電
圧リチウムイオン電池の安全な取り扱いに
関するガイドラインを規定したマニュアル
を作成し、これを車両のスクラップ回収所
に配布している。

● 三井物産株式会社は、世界最大の鉄・非
鉄金属とエレクトロニクスのリサイクル業
者であるシムズ・メタル・マネジメント社
に 2 0 07年に投資し、その後 2 0 1 5年に
はその筆頭株主となった。現在、シムズ・
メタル・マネジメントは、北米に重点を置
き、世界 5大陸に 2 7 0ヶ所の事業所を構
え、6,000人超の従業員を抱えている。金
属スクラップ事業に加えて、同社は世界最

大の電気・電子製品の回収・リサイクル事業
も経営している。

● フィンランドのステンレス鋼メーカーである
オウトクンプ社は、リサイクルされた含有物
や天然資源に代わる副産物の使用のみなら
ず、非常にエネルギー集約的であるステン
レス鋼の生産工程のエネルギー効率の向上
に焦点を当てている。この持続可能なアプ
ローチは、毎月監視される「設計初期から
の品質の作り込み」に焦点を当てた主要業
績指標によって支えられている。これは、よ
り多くのエネルギー消費を伴い、最もエネ
ルギー集約的な生産工程である溶解に戻す
必要のあるスクラップの発生を回避するこ
とを目的としている。

● ロイヤルフィリップスは、持続可能な消費と
生産のパターンの創出に焦点を当てた「サ
ーキュラー・エコノミーとグリーンオペレー
ションズ・プログラム」を創設した。2014年
には、リサイクルの取組みの結果、同社は自
らの産業廃棄物の81％を再生した。同社は
原材料の再生の重要性の認識に基づき「リ
ファービッシュドシステムズ・プログラム」
も設立しており、これによりCO 2の排出量
の低減、原材料の使用量の削減、そしてエ
ネルギー消費の縮小をもたらした。
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● サンドビックABは、中古の超硬合金工具
のリサイクルプログラムを創設し、こうし
た工具を基礎的原材料に再生している。同
社のリサイクル工程はエネルギー消費量を
減らし、炭素排出量を低減し、かつ廃棄物
を削減している。同社とその顧客の双方が
このプログラムに参加している。顧客には
リサイクル容器が提供され、これが一杯に
なるとサンドビックが回収する。新品の原
材料の利用時と比較して、リサイクルされ
た硬質合金製の工具の生産に必要なエネ
ルギーは約70％少なく、また排出される
CO 2は約40％少ない（リサイクル工程に
よって異なる）。

● 住友化学株式会社は、次世代事業を創生す
る同社の現在のイニシアチブでの中核とな
る研究開発分野の1つとして、「環境とエネ
ルギー」に重点を置いている。同社が近年
開発したCO2分離技術は、同社の中核事業
戦略と顧客の価値命題への持続可能性の組
み入れを推進するCO2膜分離事業の育成に
向けた重要な一歩前進を意味している。多
くの潜在的な適用に向けてこの技術にさら
に取り組みながら、同社は環境問題の解決
そして世界的なより有効なエネルギー利用
の促進に寄与する技術を開発し続けること
になる。

● 自社の副産物と廃棄物からの価値の創出に
向けたタタ・スチールの重点的な取組みの
ため、2014年には同社には「産業副産物管
理部門」が誕生した。鋼のバリューチェーン
全体から発生する副産物には洗浄場からの
石炭廃棄物、コールタール、スラグ、製鋼・
圧延工場に由来するスクラップがある。タ
タ・スチールは廃棄物を最大限に利用する
ために3つの手段を適用している : ( 1 )鋼ス
ラグに由来する金属類の回収、(2)社内消
費向けのリサイクル、(3)新規市場の開発と
LDスラグの活用。石灰と酸化マグネシウム
（MgO）の源である非金属製品は焼結工
場と溶鉱炉で利用されている。金属副産物
は焼結工場に送られるが、スクラップは貯蔵
された鉄と同時に製鋼工程で利用される。
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共有価値創出の機会
  事業に対する気候変動リスク（資源不足、資源価格の変動、人命の喪失と貧困、および事業中断など）を特
定・評価し、適切な軽減・適応措置を取る。

  リスクの高い場所にある工場と製造施設での自然災害リスクの軽減・準備・対応・回復プランを設計して実
行する。

  セクター別の脱炭素への手段に則った科学に基づいた炭素排出量目標を設定し、サプライヤー、販売業者、
および顧客にも同じようにすることを促す。

  「2℃目標」に則って内部炭素価格を設定する。

  気候エクスポージャーを測定・削減・報告するために措置を講じ、また気候変動に対応するために毎年措置
に関して進行して、産業セクター横断的に透明性のレベルと報告の一貫性を高め続ける。

  気候に関する責任ある公共政策を支持する高レベルなパートナーシップと産業団体を支援する。

事例紹介
 ● 現代自動車は、環境に配慮した自動車を開発し、車
両の製造中に発生する温室効果ガスの量を削減す
るために、多様な活動を実行している。同社では、
気候変動に対処し、各現場がその温室効果ガス削
減目標を達成するのを支援し、あらゆる必要な投
資を促進するために、タスクフォースを設置してい
る。同社の事業戦略計画部門には重要な気候変動
上の問題を直接経営陣に報告する専従オフィスが
あるため、こうした問題は会社の戦略に反映され得
る。加えて、二酸化炭素の回収技術の開発および韓
国内外での排出量取引への参加によって、現代は
温室効果ガスの排出量を削減している。

● キャタピラーは、顧客にとって有益でかつより持
続可能な製品を改善・製造するための革新に取
り組んでいる。2015年の事例としては、パフォ
ーマンスを高めながら燃料消費を減らしたCat® 
D6K2グレードのトラクターへのアップグレード、
そして大幅な省エネと現場での温室効果ガス排出
の削減をもたらす同社の新世代中型ホイールロー
ダーのトランスミッションシステムへの改善があ
る。キャタピラーでは、現場の効率性を改善する
ために、Cat® ConnectやMineStar™といった
最先端の分析・デジタル主導型技術も適用してい
る。こうした取組みは、燃料使用量の削減、生産性
の向上、労働環境の安全性向上に繋がっている。

SDG 13 
気候変動とその影響に立ち向かうため、 
緊急対策を取る

UN Photo Library

SDG InDuStry MatrIx – SDG 13

製造業

気候変動に
具体的な対策を
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共有価値創出の機会
  漏えいと海洋汚染のリスクを最小化する深海採掘向けのポンプや機械を設計する。

 海洋汚染のリスクを最小化する海洋船舶向けの部品を設計する。

 海洋プラスチック廃棄物（ペットボトルや廃棄された漁網など）を回収し、それを製品の製造に利
用するために社外ステークホルダーと協力する。

 最終的に海や海岸を汚染する可能性のある汚染物質の排出を回避するために、改善された廃棄
物処理システムを適用する。

 物品を輸送するサプライヤーと流通業者が海運に関する環境基準を確実に遵守するようにする。

事例紹介
 ● カーペットタイルメーカーのインターフェイ
スは、Net Effectと呼ばれるカーペットタ
イルコレクションを有している。このコレク
ションは、海の景観的な美しさを賞賛する
にとどまらず、Net-Works™と称されるプ
ロジェクトを通じた独自の手法で海洋の保
全に貢献している。Net-Worksはフィリ
ピンの小さな漁村の沿岸から廃棄された漁
網を回収し、人々の生活や海岸沖の非常に
貴重な二層の堡礁（バリアリーフ）にとって
の脅威を取り除くと同時に、村落に収入源
をもたらしている。回収された漁網は、イン
ターフェイスの信頼できる糸のサプライヤー
であるアクアフィルに売却される。2011年
以来、同社はReEntry®プログラムを通じ
て廃棄された魚網等に由来する廃棄ナイロ

ンを再生し、インターフェイスのカーペット
タイルの原材料として提供している。

SDG 14 
海洋と海洋資源を持続可能な開発に向けて保全し、 
持続可能な形で利用する

Photo: Arne Hoel/World Bank

SDG InDuStry MatrIx – SDG 14

製造業

海の豊かさを
守ろう
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共有価値創出の機会
  認証された持続可能な森林に由来する木材のみを利用する。

 紙の使用量を削減する環境性能を備えたプリンターを製造する（両面印刷のデフォルト設定
など）。

 長期的に進行する土壌圧縮を阻止する低圧タイヤなど、農業用重機向けの土壌に優しい技術を
開発して製造する。

事例紹介
 ● キャタピラーは2015年、森林、平原、農地、
湿地、海岸線の風景などの自然インフラの
回復に焦点を当てた取組みに参加した。自
然インフラは嵐や洪水といった自然災害に
対するレジリエンス（強靭性）を向上し、水
質を改善し、大気中の炭素を取り入れて土
壌に固定したり植物の成長を促進したりす
る。Cat®製品は炭鉱回復プロジェクトを支
援し、米国のフロリダ州エバーグレーズ湿地
の一部の自然再生を果たしている。2015年
11月には、キャタピラーは自然インフラの再
生を担う多様なステークホルダーが一堂に
会する初の大規模な全米サミットを主催し
た。サミットには、土木建築、金融、政府、学
界、NGOのリーダーが集まり、持続可能な
開発ソリューションを策定し、展開するため
に、業界横断的な協調的取組みを立ち上げ
た。参加者は、自然インフラの回復について
の科学的・実践的事例を詳細に調査し、世界

の自然インフラ回復の取組みを拡大するた
めに必要な政策、ビジネスモデル、資金供給
面からのソリューションについて話し合いを
行った。

● セニブラが所有する2 5万ヘクタールの土
地のうち、13万ヘクタールにはユーカリが
植林されており、そこで同社は毎年 120万
トンのパルプを製造している。セニブラで
はこのパルプの原材料として再生可能森林
のみを利用している。これにより、同社は
FSC（森林管理協議会）から認証を取得し
ている。FSCは地域コミュニティへの利益
還元と自然環境の保護に努力を傾ける製造
業者に対してのみ認証を与えている。極め
て急速な原木の成長ボリュームと厳しい生
産合理化に基づき、セニブラは世界トップレ
ベルのコスト管理を実現している。セニブ
ラは、王子ホールディングス、伊藤忠商事株

SDG 15 
陸上生態系の保護、回復および持続可能な利用の推進、 
森林の持続可能な管理、砂漠化への対処、土地劣化の阻止および改善、 
ならびに生物多様性損失の阻止を図る

Photo: Jim Pickerell/World Bank

式会社、その他7社の日本の製紙メーカー
を含む日本企業の連合組織の 1 0 0％子会
社である。

● 三井物産株式会社は日本全国に78ヶ所の森
林を保有しており、その合計面積は約4.4万
ヘクタールに及ぶ。同社は、社有林の管理に
おいて誠実に行動することを約束する森林
管理方針を掲げており、自社の社会的意義を
十分に考慮し、森林の環境価値への高い認

識を保持している。2009年に、三井物産は
全社有林について森林管理協議会から認証
を取得している。同社は国内のFSC認証木
材の最大供給業者である。三井物産では、「
再生・収穫のための森林」（40％）および「
天然生林と自然再生された森林」（60％）と
いう社有林の管理区分に基づいて、森林育成
に自社のアプローチを適応させている。こう
した区分内で社有林の10％は 「生物多様性
保護林」に指定されている。

SDG InDuStry MatrIx – SDG 15

製造業

陸の豊かさも
守ろう
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● タタ・スチールは、自社の鉱山施設からの坑
廃水の流出を削減するために、革新的な生
物工学的方法を適用した。たとえば、公道
に面した同社のバメバリ・マンガネン鉱山
の露天掘剥土堆積場の傾斜面は不毛な荒地
であり、また同社のスキンダ・クロマイト鉱
山も同様な問題に直面していた。そこで、イ
ンディアン・インスティテュート・オブ・テク
ノロジー・カラグプルの専門家が、ベチバー
（Chrysopogon Zizanioides）という
草を堆積場に植えることで傾斜面を安定化
する生物工学的方法を提案した。2013年に
は実験的にスキンダとバメバリの両鉱山で 1
万㎡超の堆積場傾斜面に苗が植えられた。
二つの現場はそれ以降不毛で荒れた堆積場
から緑で安定した堆積場へと完全に変貌し
た。この方法は、2014年から2015年にか
けて、タタ・スチールのジョダ・ウェスト・マ
ンガン鉱山で水平展開された。

● ゼロックスの2020年目標には世界の森林と
生物多様性の保全促進が含まれる。同社は、
紙資源の調達ガイドラインと持続可能な紙資
源の循環の確立、環境に優しい紙製品を提
供するだけでなく、紙への依存を減らす製品
とサービスを通じた、持続可能な紙循環の発
展を支援するために、同社の顧客、サプライ
ヤー、その他ステークホルダーと協力してい
る。「earth smart」性能はゼロックスのグ
ローバルなプリントドライバーに組み込まれ
ており、1つのボタンをクリックするだけでい
くつかの省資源設定ができるようになってい
る。両面印刷、１枚の用紙に複数ページを印
刷するN-アップ、校正刷、トナー節約モード
などの性能によって、顧客は環境に配慮した
印刷をより容易に選択することができる。

SDG InDuStry MatrIx – SDG 15

製造業

陸の豊かさも
守ろう
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共有価値創出の機会
  3TG金属（錫、タンタル、タングステン、および金）のサプライヤーを特定し、こうしたサプラ
イヤーのデューデリジェンスに必要なプロセスを策定することで、紛争鉱物のリスクを特定・
評価する。

 人権、労働、腐敗防止、環境を対象とした持続可能性に関する主張の信頼性を確保するために、サプラ
イチェーンでの製品、部品、材料のトレーサビリティの基盤として、UNGCの「A Guide to Trace-
ability: A Practical Approach to Advance Sustainability in Global Supply Chains（ト
レーサビリティへのガイド：グローバルサプライチェーンにおける持続可能性推進への実践的アプロー
チ）」を適用する。

 堅固な贈賄・腐敗防止遵守プログラムを策定・実行する。

 国連の「ビジネスと人権に関する指導原則」に則った人権に関するステートメントの発表によ
り倫理的リーダーシップを示し、かつ国連グローバル・コンパクトの10原則に署名する。

事例紹介
 ● 国際的なエンジニアリング・建設会社である
フローアは、集団行動を通じて、社外の腐敗
防止の取組みを支援している。フローアは、
たとえ事業を失うことになっても、いかなる
形の腐敗も許さず、自社が腐敗行為を拒否
することに起因する事業遅延に対処してい
る。同社は世界経済フォーラムの反汚職パー
トナーイニシアチブ（PACI）の創設メンバ
ーであり、フローアの会長兼CEOは、より
強力な腐敗防止アジェンダの支援にコミット
したグローバルなCEOコミュニティである

PACIヴァンガードの議長を務めている。フ
ローアの会長兼CEOは、2011年の透明性
の改善と腐敗防止に関するB20タスクフォ
ースの開始以来の共同議長も務めており、さ
らに集団的行動に関するワークストリームの
議長を務めている。フローアは、エンジニア
リング・建設業界の中小企業向けの行動規
範の策定を目指すいくつかのイニシアチブ
だけでなく、世界中のこの業界の倫理と遵守
の改善を目的としたトレーニングやプロジェ
クトと協働している。

SDG 16 
持続可能な開発に向けて平和で包摂的な社会を推進し、 
すべての人に司法へのアクセスを提供するとともに、 
あらゆるレベルにおいて効果的で責任ある包摂的な制度を構築する

Photo: Curt Carnemark/World Bank
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平和と公正を
すべての人に



SDG InDuStry MatrIx — 製造業   |   46

● ゼネラルエレクトリックは、東南アジア諸国
の改革に関連し、NGO、ビジネスリーダー、
政府関係者と一連の会議を開いた。これは、
公平で開かれた調達、リーダーシップトレー
ニング、責任ある投資のための法的環境、法
の支配に関する課題に取り組む目的で開催
されたものである。また同社の関連財団は、
この国の法律関連諸機関に対するSenior 
International Lawyers Program（上
級国際弁護士プログラム）による司法サービ
スの提供、およびリー・クアン・ユー公共政
策大学院でのインフラ開発と競争力に関す
る国際的トレーニングへの政府関係者の参
加に対する資金援助を行っている。

● 現代自動車は法的リスクに対して自社を守
ることのみならず、公正取引の文化を推進
する事を通じて自動車業界にとっても有益
となるWIN-WINアプローチを目指してい
る。2014年、同社のCEOは自主的な公正
取引遵守の推進を公約し、自主的遵守の企
業文化を醸成するため、新任の経営陣、従業
員および関連部門スタッフに対して公正な取
引慣行に関するトレーニングを提供してい
る。改訂された「自主的な公平取引遵守の行
動規範ハンドブック」は、全ての従業員に配
布されている。

● インテルは、プライバシー、セキュリティ、表
現の自由に関して情報通信技術がもたらす
影響につき、アカウンタビリティ、公共政策、
コラボレーション、および教育という側面か
ら取り組んでいる。同社の「プライバシー・バ
イ・デザイン」と「セキュリティ開発ライフサ

イクル」プロセスは、製品と市場の期待に応
えるために、セキュリティとプライバシーを同
社の製品とサービスに組み込むことを目的と
した行動、成果物、チェックポイントを定義
する。これらの開発プロセスは、製品が不正
なアクセス、使用、破壊、改変によって漏洩
した個人情報をいかに保護するかという分析
を含む。提供する製品・サービスがより多様
になるにしたがい、同社製品が個人の表現の
自由と人権を制限する方向で誤用される可
能性を含め―いかにテクノロジー製品がプラ
イバシー、データセキュリティ、そして人権に
影響をもたらし得るかという懸念事項を、追
跡・評価している。またインテルは、データプ
ライバシーとセキュリティを保護するグロー
バル方針および基準を提唱している。

● サンドビックABは、2015年にグループ全体
の「持続可能な調達と紛争鉱物方針」を適
用した。これは、汚職と腐敗を防止し、自社
のサプライヤー行動規範遵守を確保し、供
給基盤の環境フットプリントおよびネガティ
ブな社会的影響を低減するための方針であ
る。また、最終的にはサンドビックと同社の
ビジネスパートナーにとっての事業価値を保
護・創生するために、自社の購買プロセスを
さらに持続可能性を組み込むことを目的と
する。加えて、サンドビックのサプライチェー
ンに関連する製錬業者／精製業者を特定す
るために、同社では「OECD紛争地域およ
び高リスク地域からの鉱物の責任あるサプ
ライチェーンのためのデュ－・ディリジェン
ス・ガイダンス」に基づいた「合理的な原産
国調査」を実施した。

SDG InDuStry MatrIx – SDG 16

製造業

平和と公正を
すべての人に
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共有価値創出の機会
  政策立案者と協働するために企業連携とパートナーシップを推進し、意義ある実用的な環境規
制を可決するために、彼らへ関連情報や専門知識を提供する。

 企業と社会的価値創造との結び付きを強化し、組織の価値創造戦略を持続可能な開発目標と
協調させる。

 グッドプラクティスとされる各種の原則やガイドラインを採用し、ビジネスの実践を持続可能
な開発とより良く協調させる。

 持続可能な開発を推進するマルチステークホルダー・イニシアチブに参加する。

 持続可能な開発に対する企業、マルチステーホルダーパートナーシップ、そして業界レベルでの
寄与に資する堅固な影響測定の枠組みを確立する。これには、定期的なモニタリングと透明な
評価・報告を含む。

 異業種に属する他社やステークホルダーと連携し、立法・規制・税制枠組みがもたらす持続可
能な開発への影響やその改善のための提言に関して、政府、政策立案者、そして立法者に対し
業界の見解を提供する。

事例紹介
 ● いくつかの製造業は、2015年に実行された

4つの政府間交渉（例：国連防災世界会議、
国連開発資金調達会議、持続可能な開発目
標採択サミット、国連気候変動会議）を含む
国際的に主導されたプロセスに建設的に参
加している。

● 製造業に属する企業は、複数の好取組イニシ
アチブやコラボレーションへと発展させるた
め、相互に、あるいは他のステークホルダー
と連携している。こうした取組みは、業界を
持続可能な開発目標の追求へと協調させる
ためのリーダーシップを示している。

SDG 17 
持続可能な開発に向けて実施手段を強化し、 
グローバル・パートナーシップを活性化する

UN Photo Library

SDG InDuStry MatrIx – SDG 17

製造業

パートナーシップで
目標を達成しよう
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国連グローバル・コンパクトとKPMGインターナショナルは、企業への提供の
呼びかけそしてマルチステークホルダー円卓会議での協議の双方を通じて本稿
に対してインスピレーション、アイデア、企業の事例、およびフィードバックを寄
与いただいた多くの個人、企業、そして組織に謝意を表させていただく（一覧表
は右記を参照のこと）。

製造業のSDG Industrial Matrixは、以下を含む国連グローバル・コンパクト
とKPMGインターナショナルの多くのスタッフの総力の賜物である。

国連グローバル・コンパクトとKPMGインターナショナルは、以下の個人を含むマルチステーク
ホルダー円卓会議参加者に対して心から謝意を表する。
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 Vishwabandhu Bhattacharya, Group Manager Environment and CSR, Apollo Tyres Ltd.
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 Umesh Kumar, CSR & Sustainability, Maruti Suzuki India Ltd.
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 Shivani Pande, Associate Consultant, Climate Change and Sustainability Services, KPMG 
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 Vinod Pandey, Head-Government and External Affairs, BMW Group India
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